
主任調査員 田中広明 主 任 福田昭美

調査員 末木啓介 主 任 腰塚雄二

資料部

平成6年度 資料部長 塩野 博

理 事 長 荒井 桂 主幹兼資料部副部長

副理事長 富田真也 兼資料整理第一課長 谷井 彪

常務理事兼管理部長 加藤敏明 主任調査員 田中広明

理事兼調査部長 小川良祐 調査員 末木啓介

管理部

庶務課長 及JII孝之 平成8年度

主 査 市）11 有 三 理 事 長 荒井 桂

主 事 長滝美智子 副理事長 富田真也

主 事 菊池 久 常務理事兼管理部長 稲葉文夫

専門調査員兼経理課長関野栄 理事兼調森部長 小川良祐

主 任 江田和美 管理部

主 事 福田昭美 庶務課長 依田 透

主 事 腰塚雄― 主 査 西沢信行

調森部 主 事 長滝美智子

調査部副部長 高橋 夫 主 事 菊池 久

調査第三課長 村田健二 専門調査員兼経理課長関野栄

主任調査員 鈴木秀雄 主 任 江田和美

主任調査員 田中広明 主 任 福田昭美

調査員 末木啓介 主 任 腰塚雄二

資料部

(2)整理事業 資料部長 梅沢太久夫

平成7年度 主幹兼資料部副部長 谷井 彪

理 事 長 荒井 桂 専門調査員

副理事長 富 田真也 兼資料整理第一課長 今泉泰之

常務理事兼管理部長 新井秀直 主任調査員 田中広明

理事兼調査部長 小川良祐 主任調査員 末木啓介

管理部

庶務課長 及川孝之 平成9年度

主 査 市川勇三 理 事 長 荒井 桂

上 事 長滝美智子 副理事長 富田真 也

主 事 菊池 久 専務理事 塩野 博

専門調査員兼経理課長関野栄 常務理事兼管理部長 稲葉文夫

主 任 江田和美 理事兼調査部長 梅沢太久夫
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管理部 主 任 菊池 久

庶務課長 依田 透 資料部

主 査 西沢信行 資料部長 谷井 彪

主 任 長滝美智子 主幹兼資料部副部長 小久保徹

主 任 腰塚雄二 専門調査員

専門調査員兼経理課長関野栄 兼資料整理第一課長 坂野和信

主 任 江田和美 主任調査員 田中広明

主 任 福田昭美 主任調査員 末木啓介
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n 立地と藁境
中堀遺跡は、埼玉県児玉郡上里町大字堤字中堀南

763番地他に所在し、JR高崎線神保原駅の南西l畑

に位置してし、る。東経139゚08'10”、北緯36゚14'44”付近、

標高67mである。

中堀遺跡の所在する上里町は、埼玉県の最北西端部

に位置し、神流川や烏川 •利根川を隔てて、群馬県の

藤岡市・佐波郡玉村町と接している。埼玉県と詳馬県

の県境となる神流川は、上武山地の山間を流れ、烏）1|、

そして利根川へ続く。

途中、上里町新宿付近を扇の要として神流川は、新

旧二つの扇状地（神流川扇状地）を形成した。旧扇状

地（「本庄台地」）は第四紀更新世、新扇状地（狭義の

「神流川扇状地」）は完新世の形成とされている。中

堀遺跡は、この新旧扇状地の狭問に形成された堤面に
しょう

位置し、扇央部を流れる小河川の御陣場）1|と小）1|に挟

まれたところに形成された。

神流川が形成したこの新扇状地の地表は、上武山地

を瀕とする片岩系の砂礫を多く含む地味であるが、中

堀遺跡周辺は、『新編武蔵風土記稿』や明治10年の迅

速図からも水田に利用されていたことがわかる。また

神即11扇状地内の微高地は、桑畑や畑地あるいは集落

として利用されていた。

しかし近年は、農業の構造的変化からビニールハウ

スによる野菜の生産や、地味を活かした梨栽培などが

盛んに行われている。とくに梨は、上里町の特産品で

あり、中堀遺跡も今回の発掘調査前は、梨畑と水田が

広がっていた。

また中堀遺跡内を関越自動車道が通り、北をJR高

崎線・国道17号線、南を上越・北陸新幹線など、北関

東の交通の動脈が通っており、遺跡の周辺は、比較的

開発の激しい地域である。

中堀遺跡周辺の神流川扇状地内には、先土器時代の

疇はみられないが、縄文時代の疇は、近年確認さ

れるようになってきた。ただし遺構の確認できた遺跡

第1梱埼玉県地形図
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はなく、遺物を包含した堆積層を確認したにとどまっ

ている。中堀遺跡も同様であった。

縄文時代前期の中葉から後半の土器は、前原遺跡・

金久保内出遺跡等の神流川から離れた神流川扇状地の

扇端部や扇央部から出土する傾向にある。また中期後

半から後期までの土器を出土する遺跡としては、若宮

台遺跡・北房ヶ谷戸遺跡 • 天神林遺跡、そして中堀遺

跡など、神流川沿いの自然堤防上や神流川扇状地の扇

端・扇央部の遺跡から出土する傾向にある。

弥生時代の遺跡も、わずかに若宮台遺跡から中期の

士器片が、出士しているに過ぎず、遺構は、確認され

てし、なし ‘o

古墳時代前期には、田中前遺跡算2次） ・若宮台

疇•愛宕麟や吋疇跡などの疇で、遺構・遺物

を確認できるようになる。これらの遺跡は、神流川扇

状地の扇央部に位置し、小規模河川を臨む比較的小規

模な集落であった。

田中前遺跡濱厄次）や若宮台遺跡では、 S字状口

縁の台付甕が出土し、若宮台遺跡のものが調整の手法

から後出するという。五領式土器の段階から、いわゆ

る「和泉式士器」の段階にかけての遺跡として、愛宕

疇があげられる。愛宕濁祢からは、用・壷•高杯·

甑などが出土した。

なおこの段階の古墳は、神流川扇状地では確認され

てし、なし ‘o

古墳時代後期になると、急速に集落跡が形成され、

古墳が造墓された。これは神流川扇状地一帯が、すで

に5世紀代に急速な発展を遂げた本庄市の西富田遺跡

群・後張遺跡や児玉町のミカド遺跡、神流川の対岸の

藤岡市堀之内遺跡群や玉村町の下郷遺跡等の遺跡群に

囲まれた空洞部にあたり、 6世紀代の新規開発の標的

となったためである。

とくに神流川の形成した自然堤防上の微高地に、多

数の集落跡と古墳が分布することから、肥沃な土壌を

堆積した旧河川跡は、水田跡として利用されていたと

推定される。若宮台遺跡・憂遺跡・天神林遺跡・高野

ヶ谷戸遺跡・東猿御堂遺跡・北房ヶ谷戸遺跡などをあ

げることができる。

とくに上里町五明地区の遺跡は、調査事例が多く集

落の動向をつかみやすい。この地域の遺跡は、 5世紀

後半の若宮台遺跡の開始以降、東猿御堂遺跡や豪遺跡

などは6世紀前半、天神林遺跡や高野ヶや戸遺跡は、

6世紀後半から7世紀前半にかけて、そして北房ヶ谷

戸遺跡は、 7世紀後半から 8世紀前半にかけて、それ

ぞれ竪穴式住居跡の軒数が多くなる傾向にあった。

これらの遺跡は、この段階のみで収束するのではな

く、近隣の遺跡間で増減を補完し合う形で、 7世紀後

葉まで続いていたようである。これは、神流川扇状地

を含めた北武蔵や関東地方の集落跡の一般的動向と一

致する現象である。

これらの集落は、竪穴式住居で構成され、食膳具は、

須恵器の杯蓋を模倣した土師器の杯を使用し、須恵器

はきわめて客体的であった。ほとんどの竪穴式住居跡

には、カマドが付設され、煮沸具に長胴の削り甕が使

用されていた。

一方、神流川扇状地内の古墳は、 5世紀後葉以降に

造墓を開始し、 7世紀末まで及ぶ群集墳を形成した。

南から青柳古墳群・丹荘古墳群・下郷古墳群・帯刀古

墳群•毘沙吐古墳群などは、神流川の自然堤防上に形

成された。これらの古墳群は、神流川が上武山地から

運んだ片岩系の石材を使用した横穴式石室を埋葬主体

部としていた。

また本庄台地上には、大御‘古墳群・東堤古墳群 ・

旭・小島古墳群が形成され、埋葬主体部は、旭・小島

古類を除き、片岩系の石材を使用していた。旭・小

島古墳群は、利根川の運ぶ榛名山ニツ岳噴出の角閃石

安山岩を埋葬主体部に使用していた。

その後7世紀後葉から 8世紀初頭にかけて、急速に

集落の再編成が進んだ。その背景には、様々な要因が

考えられるが、律令国家の成立と地方の国郡制の整備

を見過ごすことはできない。ところで中堀遺跡が形成

された児玉郡上里町は、古代の国郡制下では、武蔵国

加美郡であったと推定できる。

疇国加美郡は、遅くとも天武朝の飛鳥浄御原宮段
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階には、成立していたことが、近年出上した木簡から

確認できた。その木簡とは、飛鳥京跡第131次発掘調

査（推定飛鳥浄御原宮跡）によって出土した 「＜尤耶

志国仲評中里布奈一斗五升」と記された木簡である。

「元耶志国仲評中里」は、『倭名類緊紗』（承平年間）

の「武蔵国那珂郡那珂郷」に継承され、現在の児玉郡

美里町周辺に推定されている（『新編 埼玉県史』）。

ところで那珂郡は、加美郡とともに児玉地域から分

立し、位置名称の上・中を郡名としたとする説が古く

から有力であった（註l)。ただその分立期について、

確かな証拠がなかったが、この木簡によって、少なく

とも児玉地域の分立、すなわち加美評の成立が、飛鳥

浄御原宮段階まで遡る可能性が出てきた。

この加美評の中心的施設である評家の関連遺跡の一

つとして考えられるのが、上里町八幡太神南遺跡であ

る。大形の区画溝や柵列、掘立柱建物跡などによって

構成され、暗文士器や大甕などが出上した。遺跡の所

在地が、大字「嘉美」であることや、隣接して「立野

（たての）」＝館野という地名も残り、地名からも郡

家の諸施設が推定されるところである。

また大字五明には、八世紀前半の瓦を出土する五明

廃寺や城戸野廃寺、さらに埋樹原廃寺などが、神流川

の右岸に分布している。とくに五明廃寺は、上野国の

新田郡寺井廃寺や佐波郡上植木廃寺と共通した単弁十

六葉蓮華文軒丸瓦、安中市秋間古窯跡群中の八重巻窯

跡と共通した単弁八葉剣菱文軒丸瓦、さらに也樹原遺

跡と共通した花菱文軒平瓦などを出土し、上野国の瓦

生産ときわめて関わりが深かったことがわかるり悼已

1996)。

古墳時代の集落を再編成し、 7世紀後半に成立した

集落跡は、外尾氏の4地区分類によると、南部地区

（唱樹原遺跡・女堀遺跡・檜下遺跡）、西部地区（北

房ヶ谷戸遺跡）、中央部地区（本郷東遺跡・古井戸将

監塚遺跡）、北部地区（金久保内出遺跡 ・長塚遺跡）

に展開したことが、発掘調査によ って判明している。

これらの集落の多くは、 8世紀に大きく展開し、 8世

紀末から9世紀初頭にかけて急速に縮小化し、竪穴式

-9-

第2 • 3図掲載遺跡名一覧

1 大光寺裏遺跡 40 御林下遺跡

2 前原遺跡 41 十二天遺跡

3 原遣跡 42 真鏡寺後遺跡

4 若宮台遺跡 43 辻ノ内逍跡

5 棗遺跡 44 東牧西分遺跡

6 高野ヶ谷戸遺跡 45 雷電下遺跡

7 東猿御棠遺跡 46 中道遺跡

8 北房ヶ谷遺跡 47 真下境西辿跡， 五明廃寺 48 村後遺跡

10 天神林遺跡 49 向田遺跡

11 帯刀古墳群 50 下田遺跡

12 中堀遺跡 51 古川端遺跡

13 耕安地B遺跡 52 山根遺跡

14 耕安地遺跡 53 大久保山遺跡

15 東堤古墳群 54 東谷遺跡

16 田中西遺跡 55 諏訪遺跡

17 田中前遺跡 56 夏目遣跡

18 日月遺跡 57 七色塚遺跡

19 編笠塚古墳 58 本庄城址

20 大御堂古墳群 59 薬師堂遺跡

21 堂裏遺跡 60 諏訪新田遺跡

22 油免遺跡 61 中宿遺跡

23 呈樹原・檜下遺跡 62 西浦北遺跡

24 古井戸・将監塚遺跡 63 千光寺遺跡

25 立野南遺跡 64 新田遺跡

26 八幡太神南遺跡 65 六反田遺跡

27 熊野太神南遺跡 66 東光寺裏遺跡

28 往来北遣跡 67 藤岡東部地区遺跡群

29 今井遺跡群 68 本郷埴輪窯跡

30 久城前遺跡 69 岡之台II遺跡

31 本郷東遺跡 70 下川前遺跡

32 七本木遺跡 71 郷土遺跡

33 愛宕遣跡 72 上栗須遺跡

34 小島古墳群 73 大道南遺跡

35 石神境遺跡 74 下大塚遺跡

36 北稲塚遺跡 75 中大塚遺跡

37 阿知越遺跡 76 株木B遺跡

38 柿島遺跡 77 堀之内遺跡群

39 後張遺跡 78 上之手八王子遺跡

住居の構築がとらえられなくなる。

一方、大規模に展開した古井戸•将監塚遺跡や唱樹

原・檜下遺跡にあっては、集落の集中域や構成に変化

は認められるが、集落跡としては9世紀代を維持し続

けた。両者は、調査が大規模に行われたことで、遺跡

の相当部分が調査され、見掛け上の大規模な集落跡と
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第3図 中堀遺跡周辺の発掘調査遺跡 （1)
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してみることも可能である。

しかし9世紀への継続性を重要視したとき、加美郡

や疇国北部という地域内の存在意義は、過J判断す

る必要はないであろう。とくに両者が、継続的に鍛冶

疇や紡績などの手工業と積極的にかかわっていたこ

とは、中堀遺跡を考える上で、きわめて示唆的である。

このほかに油免遺跡や清水南遺跡などは、 8世紀の

中葉から集落が開始され、 9• lGtit紀にかけて継続し

ていたようであるが、調査面積の関係もあり詳しいこ

とはわかってしない。

こうした前史をふまえ、神流川扇状地の中央部に、

9世紀の前葉から新たに集落が登場した。中堀遺跡・

耕安地遺跡や田中前遺跡群の開始である。この地域は、

本庄台地と神流川扇状地の狭間にあって、御陣場川や

小川などの小河川に臨む微高地に遺跡が形成された。

古墳時代以来、開発が途絶え、「野」あるいは「荒廃」

となり「空閑地」に新規の集落が編成されたのである。

この時点で8世紀以来の加美郡の西部・南部・北部

の集落跡が、大規模な集落を残し壊戚していく状況は、

9世紀前葉における新規開発に伴う集落の再編成と考

えて差し支えないであろう。

このころ国家財政の制度的行き詰まりから、諸院 ・

諸宮の経営財源を確保するため東国を中心として、各

地に勅旨田が設置された。武蔵国では、天長6年 (829)

西院勅旨田「空地二百九十町」、天長7年 (830)勅旨

田「空地二百二十町」、承和元年 (834)冷然院勅旨田

「幡羅郡荒廃田百二十三町」、承和8年 (841)嵯峨院

勅旨田「田五百七町」が相次いで設置された。なお中

堀遺跡の北に広がる地区は、上里町勅使河原と呼ばれ、

「勅旨田」の遺称地として、吉田東伍氏以来推定され

ている。また中堀遺跡の北を限る小河川が、小（しょ

う＝庄））1|と呼称されていることも見逃せない。

この9世紀の集落の編成も1叫上紀前葉を迎え、新た

な展開を示す。それは、 8世紀以来の大規模な集落で

あった古井戸 ・将監塚遺跡や卑樹原・檜下遺跡が壊戚

し、田中前遺跡群や中堀遺跡・耕安地遺跡で、集落が

若干移動しつつ形成された。また加美郡内では、確認

されていないが、小規模な遺跡が、木庄市大久保山遺

跡のように新たに展開したと思われる。

田中前遺跡群は、日月遺跡・田中前遺跡・田中西遺

跡から構成され、 9世紀から11世紀にかけて、日月→

田中前→田中西遺跡と継続的に営まれた遺跡群であ

る。とくに田中前遺跡では、畿内系の「て」の字口縁

の坑の出士で話題となったが、田中西遺跡では、「て」

の字口縁の坑、皿、黒色土器の高台付椀、椀等、まさ

に畿内系の士器そのもので食器を構成し、在来の土器

は全くみられなかった。

しかし11世紀に続く遺跡は、現在のところ田中西遺

跡で、疇遺跡も1叫紀末をもって収束していた。

一世紀の断続期を経て、12tit紀後半には、武蔵七党の

登場をみ、丹党系の勅使河原・小島・長浜・安保・丹

氏などが、中堀遺跡の周辺に盤鋸していた。中でも勅

使河原氏にかかる大光寺や安保氏にかかる大御堂遺

跡・安保境館跡は、発掘調査され、中世の遺構・遺物

が確認されている。

なお中堀遺跡を取り巻く地名として、現在でも大字

として勅使河原·小島•長浜 ・ 安保·丹旧荘：）等を

みることができる。しかしこれらは、中堀遺跡の外縁

部であって、中堀遺跡の所在する大字堤には、史料上、

中世武士団の存在を確認することはできない。

しかし中堀遺跡の周囲の小字の中には、「塩川」「小

川添え」「小川南」「塩川北」「西小川」「東小川」など

「庄」を連想させる「しお」「しょう」と呼ばれる小

字があること。「丹蔵前」「丹蔵」「丹蔵後」「石倉」「石

倉後」等倉庫や蔵を連想する小字、「中堀J「堀之内」

「堤」など中世の館を連想する1J>'字の存在を指摘する

ことができる。

第4図に中堀遺跡周辺の小字図を掲載しておくこと

とする。（出典 ：『上里町史』）
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註1 森田悌氏は、評制以前の児玉域に国郡制下の榛

沢郡域を含め、児玉地域は、立評に当たって、加美・

那珂・児玉・榛沢の四郡に再編成されたとした⑥辰田

1978)。ただし田中は、 7世紀後葉の土器群（北島型

第4図 中堀遺跡周辺の字切図

暗文土器や有段口縁杯）の組成が、榛沢と加美・那珂・

児玉地域では大きく異なり、むしろ東接する播羅や大

里・埼玉地域と共通することから、評制以前の児玉地

域は、本文の三郡の地域と推定した（田中 1996)。

-14 -



m 遺跡の概要
御陣場川調整池建設に伴う今回の中堀遺跡の発掘調

脊では、神流川の扇状地に形成された古代の寺院を含

む集落跡を調査した。中堀遺跡は、南を御陣場川、北

を小（しょう） 川に挟まれた南北400m、東西400mの

範囲に広がる遺跡である。遺跡を限る御陣場川や小川

は、西から東へ流れ、中堀遺跡は御陣場川の左岸、小

川の右岸に形成されたこととなる。遺跡や周囲は、平

坦地が続き地形の変化に乏しいが、比高1m前後の微

高地や蛇行した河川跡を確認できる。標高67m前後に

形成された遺跡である。

御陣場川調整池の開発面積47,000面のうち、発掘調

査面積は、 27,OOOnrであった。これは調査区の南側が、

川砂利採集のための士取りによって破壊されていたた

めである。なお発掘調査前は、この調査区の南側は、

土取りによる穴で凹み、すでに一部は、調整池化して

いた。また発掘調査に入る以前は、昭和3閂こ代以降、

梨畑と野菜畑、そして一部水田であった。

1 基本土層

中堀遺跡の調査区内の基本土層は、次のとおりであ

る。

1 表土層 遺物を全く含まない耕作土層で、灰

白色の礫を多量に含む上層である。

2 浅間山A軽石層 群馬県と長野県の県境にあ

る浅間山を起瀕とした火山噴出物 （天明 3年：

1783)の堆積層。薄く堆積している。

3 遺物包含層 中世の遺物を含む層で、淡い褐

色の土層。浅間山B軽石を含む。礫が混じる。

4 浅問山B軽石層浅間山A軽石層と同様、浅

間山を起源とした火山噴出物（天仁元年： ll08)

の堆積層。古代の住居跡の覆土上層などに堆積

が確認できる。

5 遺物包含層 平安時代の遺物を含む層で、部

分的に焼士粒子・焼土塊・炭化物の混じる黒褐

色の土層。多量の礫が混じる。

6 遺物包含層 縄文時代後期から平安時代までの

遺物を含む層で、黒褐色士層。多量の礫が混じる。

7 黄褐色砂質土層 粘性の強い黄褐色から暗灰褐

色の砂質土層。調査区の西半部の地山。少量の礫を

含む。東半部には存在を確認できなかった。

8 礫層 堅く締まった礫層。調壺区の東半部の地

山。西半部の黄褐色砂質上層の下層に堆積している。

なお調査期間中、礫層中からの湧水は確認できなか

ったが、古代にはこの礫層中から湧水していた可能

性はある。

2 発掘調査の方法

中堀遺跡の調査では、対象調査区全域に亘って10m

単位の編目をかけた。この10mX 10mを1単位とする

正方形の桝目を1グリッドとし、これを4分割した5

mX5mを小グリッドとした。

グリッドの設定方法は、平面直角座標第lX系に基づ

き、 X=+27,640,0m Y=-62,620,0mが、 A-1

グリッドの北西隅となるように設定し、これより10m

おきに東へ1,2, 3 ・ ・ ・、南へA .B. C•••の順とし

た。 北西隅に平面基準杭を設置し、この杭の名称もグ

リッド名称で代用することとした。さらに小グリッド

は、 1 ＝北西部、 2＝北東部、 3＝南西部、 4＝南東

部とし、各グリッドの後に枝番として入れた。たとえ

ばA-1-4のように。

また100mごとのグリッド杭を太杭とし、標準視準

杭を設置した。

遺構の実測は、グリッド杭を基準に地山に1m間隔

の水糸を張り、方眼を作り、簡易遣り方によって実測

を行った。

空中写真撮影は、調査の進行に従って適宜行った。

3 検出した遺構と遺物

発掘調査の結果、縄文時代・古墳時代・古代の遺

構・遺物を検出した。以下、その概略を述べたい。
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第5図 中堀遺跡周辺の発掘調査遺跡 (2)
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所の遺物集中箇所を検出した。ここからは、平安時代

麟恥土器とともに須恵器大甕が出土した。

その後、上里町教育委員会により昭和57年、圃場整
備に伴い、耕安地B地寺遺跡が、調査されることとな
る。耕安地B地点遺跡は、耕安地遺跡の北、中堀遺跡
の東に位置し、やはり平安時代前期の集落が検出され

た。 6軒の竪穴式住居跡が検出され、 9• lo-tit紀の遺

物が出土した。

疇遺跡の既往の調査や、隣接遺跡の発掘調査の概
要は以上の通りであるが、今回の調査区の南、河川改
修後の現御陣場川の南にある「地蔵堂」の周辺の地表

には、今回の発掘調壺で出土した瓦と、共通する瓦を
斑できた。採集資料では、丸瓦•平瓦・鬼瓦・軒丸
瓦 ・軒平瓦などが確認できる。

第6図 中堀遺跡 （左上） ・耕安地遺跡 （左下）・耕安地B遺跡（右）全体図
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IV 遺構と遺物

1 縄文時代
中堀遺跡では、縄文時代の前期中葉から後期前葉に

かけての土器と石器が出士した。ただし明確な遺構を

伴って出土した遺物はなく、周辺地域からの流入によ

ると判断した。

以下、出土した土器と石器について、その概要を述

べることとする。

(1)土器

遺跡内から出土した縄文時代の上器を一括して掲載

した。出士した土器は縄文時代前期から後期におよび

これらを大きく 5群に分けて記述する。第1群は前期

中葉、 2群は前期後葉、 3群は中期後葉、 4群は後期

初頭、 5群は後期前葉である。

第 1群土器（第 7図1~13) 

1は胴部が編れ口縁部が僅かに内湾する、平縁深鉢

形土器大型破片である。器面の摩滅が著しいが、胎土

に繊維を含む。地文は単節LR及びRL縄文により、

段違いの菱形を構成する。口縁部及び胴部屈曲部に櫛

歯状連続刺突文を施文して区画し、区画内を同ーエ具

による鋸歯状文を描いている。ただし、鋸歯状文は下

端区画に接していない。

6 • 7は櫛歯状連続刺突文を施文する深鉢口縁部破

片である。いずれも、胎土に繊維を含み剌突文下に沈

線を引いて口縁部幅狭文様帯を区画している。

3 • 4 • 5は縄文施文の深鉢口縁部破片で、9• 10 • 

11 • 12は同施文の胴部破片である。いずれも胎土に繊

維を含む。

3は口端部が尖り、無節R縄文を横位に施文する。

4は単節RL縄文を横位に粗雑に施文する。

5は口端部を水平に面取りし、無節多条R縄文を斜

位に重複施文する。

9は無節R縄文を横位に粗雑に施文する。

10は単節LR縄文を横位に施文する。

11は付加条縄文を斜位に施文する。

12は無節R及び同L縄文により菱形を構成する。

2は胴部が編れ口縁部が外反し、 4単位の弱い波状

口縁を呈する深鉢形土器である。器面の摩滅が著しい

が、 一部に丁寧な器面調整が認められる。胎士に繊維

を含む。口縁部文様帯は半戟竹管状のエ具を用いて横

位に区画し、区画内を2段の鋸歯状文を施文して、く

ずれた菱形文を構成している。また、下端区画線内の

一部に爪形が認められる。胴部文様は無節R及びL縄

文の横位施文により、菱形を構成する。

8は口縁部が外反する深鉢形士器口縁部破片であ

る。器面の摩滅が著しく、胎士に繊維を含む。口端部

は水平に面取りされ半歓竹管状工具にによる平行沈線

を施文する。また、沈線内に爪形が認められる。

13は深鉢形土器胴部破片で、胎土に繊維を含む。文

様は地文に単節RL縄文を横位に施文し、半歓竹管状

工具により、渦巻文を描くが、独立したモチーフか付

加文かの判別はできない。

以上第 1群土器は縄文時代前期中葉黒浜式ないし

は、それに並行する時期に該当する。

第2群土器（第7図14)

14は朝顔形を呈する深鉢形土器胴部破片である。多

条沈線を縦位及び斜位に施文する。縄文時代前期後葉

諸磯C式に該当する。

第3群土器（第 7図15~17)

15はキャリパー形深鉢口縁音聞支片である。口唇部に

横位の沈線を引き、その上を棒状工具により交互刺突

する。

16 • 17はキャリパー形深鉢胴部破片である。いずれ

も幅広の磨消懸垂文を施文する。縄文時代中期後葉加

曽利EII式に該当する。
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第7図 縄文式土器
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第4群土器（第7図18~21)

18は4単位波状口縁を呈し、胴部が強く編れる精製

疇形土器口縁鯛皮片である。波頂部に環状の把手が

付き波頂下に円形孔が開く。口端部は「く」字状に内

屈し、波頂下の円形の盲孔を起点として 2条の沈線が

引かれる。

19 • 20は胴部が緩やかに編れる精製深鉢形土器口縁

音梱皮片である。f尤線により区画文を描き、区画内を刺

突により充填する。

21は精製深鉢形土器口縁部破片である。口端部は

「く」字状に内屈し、棒状工具による 2列の円形刺突

が施文される。

21を除き縄文時代後期初頭称名寺Il式の範疇に属す

る。

第5群土器（第 7図22~31)

22 • 23は精製深鉢形上器口縁部破片である。口唇部

に横位の沈線を施文する。 24は精製深鉢形土器胴部破

片である。集合沈線により縦位のモチーフを描く。

25は胴部がやや張る深鉢形土器胴部破片である。 2

条一対の懸垂線内を刺突列により充填する。

26は注口士器胴部破片である。沈線により渦巻文を

描く。

27は胴部の張る深鉢形土器胴部破片である。棒状工

具による「ハ」字状または、縦位の列点を施文する。

28 • 29は胴部が強く編れ口縁部が外反する精製深鉢

形士器口縁部及び、胴部破片である。口端部は「く」

字状に内屈し直下に横位の沈線が引かれる。また、ロ

端部から垂下する断面三角形の微隆起線が認められ

る。胴部屈曲部は横位の微隆起線で区画し両端を棒状

工具で押さえた「8」字浮文が付く。この浮文を中し、

として下に沈線による半円形のモチーフが描かれる。

30は精製浅鉢形土器口縁部破片である。口縁直下に

2条の横位沈線が施文される。

31は深鉢形士器底音聞支片である。

以上第5群土器は縄文時代後期前葉堀内I式士器に

該当するが、 28~30はより新しい様相を示す。

(2)石器

遺跡内から出土した石鏃・打製石斧・磨製石斧 ・環

状石斧・敲石・両頭尖頭器・・が出土した。

石鏃（第 8図 1~4)

1は凹基有茎式石鏃である。先端部及び茎部を欠損

する。先端部は厚みがあり断面菱形を呈す。側縁部は

表裏面からの調整によ って成形されているが、最終調

整は表面基部から先端部に向かって剥離が施されてい

る。石材は頁岩で長さ5.0cm、幅2.4cm、厚さ0.6cm、重

さ6.24gである。

2は凹基無茎式石鏃である。先端部及び基部を欠損

する。側縁部は両面からの交互剥離によって成形され、

裏面に主要剥離面を残す。基部の扶り込みは浅い。石

材はチャートで長さ2.5cm、幅l.3cm、厚さ0.4cm、重さ

l. 77 gである。

3は凹基無茎式石鏃である。先端部及び基部を欠損

する。側縁部は両面からの交互剥離によって成形され

細かい鋸歯状を呈する。基部の扶り込みは浅い。石材

は黒耀石で長さ2.1cm、幅1.0cm、厚さ0.3cm、重さ0.71

gである。

4はやや小ぶりの凹基無茎式石鏃で、基部を欠損す

る。側縁部は両面からの交互剥離によって成形され裏

面に主要剥離面を残す。基部の挟り込みは浅い。石材

は黒耀石で長さ1.5cm、幅1.0cm、厚さ0.3cm、重さ0.44

gである。

打製石斧（第 8図5～第10図30)

5は不定形の打製石斧で、頭部を欠損する。表裏面

に自然面を残し、両側縁及び刃部に調整剥離を施して

疇している。両側縁部は浅い扶り込みが入り一部限

滅している。また、刃部は主に表面からの調整剥離が

施され鋭角を作出している。石材は絹雲母片岩で長さ

10.1cm、幅4.0cm、厚さ1.2cm、重さ105.31 gである。

6はやや厚みのある不定形の打製石斧で、頭部を欠

損する。両側縁及び刃部に調整剥離を施して成形して

いる。片側縁部は浅い扶り込みが入るが、全体に摩滅

部分が認められず未製品の可能性がある。石材は粘板
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岩で長さ7.7cm、幅4.5cm、厚さ2.4cm、重さ110.40 gで

ある。

7は不定形を呈すると考えられる打製石斧で、刃部

を欠損する。裏面に側縁部方向からの敲打による主要

剥離面を残し、両側縁及び頭部に調整剥離を施して成

形している。片側縁部は浅い挟り込みが入り摩滅が認

められる。石材は粘板岩で長さ6.0cm、幅5.3cm、厚さ

l.&m、重さ84.84gである。

8は不定形の打製石斧で、頭部を欠損する。表裏面

―部に自然面を残し、片側縁及び刃部に調整剥離を施

して成形している。表面片側縁部自然面に線条痕が認

められ、同裏面に調整剥離が密に施されていることか

ら刃部として使用された可能性がある。石材は粘板岩

で長さ6.3cm、幅5.2cm、厚さ2.0cm、重さ103.82 gであ

る。

9は撥形の打製石斧である。表裏面に自然面を残し、

裏面に側縁部方向からの敲打による主要剥離面を残

す。両側縁及び刃部部に調整剥離を施して成形してい

る。両側縁部頭部よりに限滅が認められる。刃部は曲

線刃である。石材は絹雲母片岩で長さ12.3cm、幅4.8

cm、厚さ1.5cm、重さ127.09 gである。

10は撥形の打製石斧である。表裏面に主要剥離面を

残す。、表裏面全周に丁寧な調整剥離が施されている。

両側縁部に摩滅が認められる。刃部は曲線刃である。

石材は粘板岩で長さ9.1cm、幅4.2cm、厚さ1.3cm、重さ

78. 97gである。

11は刃部開脚角度の弱い撥形の打製石斧である。表

面に節理面を残し、裏面に刃部方向からの敲打による

主要剥離面を残す。素材が薄いため粗雑な調整剥離の

みで成形が行われている。両側縁部頭部よりに浅い扶

り込みが入り、摩滅が認められる。刃部は曲線刃であ

る。石材はホルンフェルスで長さ13.8cm、幅4.7cm、

厚さ1.0cm、重さ140.26gである。

12は撥形を呈すると考えられる打製石斧である。頭

部方向半分を欠損する。裏面に刃部方向からの敲打に

よる主要剥離面を残す。刃部及び両側縁部に丁寧な調

整剥離を施して成形している。両側縁部に摩滅が認め

られる。刃部は曲線刃である。石材は粘板岩で長さ

6.9cm、幅6.0cm、厚さ1.2cm、重さ67.77 gである。

13は撥形の打製石斧で、刃部を欠損する。頭部は粗

雑な成形剥離により薄く作出している。両側縁部は丁

寧な調整を施し、いずれも摩滅が認められる。石材は

粘板岩で長さ10.2cm、幅4.3cm、厚さ1.8cm、重さ94.89

gである。

14は短冊形または撥形を呈する打製石斧である。刃

部を欠損する。両側縁に丁寧な調整剥離を施している

が摩滅は認められない。石材は粘板岩で長さ7.0cm、

幅3.9cm、厚さl.lcm、重さ49.27gである。

15は側縁部に挟り込みが入る撥形の打製石斧であ

る。表面に自然面を残し、裏面に頭部方向からの敲打

による主要剥離面を残す。全周に粗雑な調整剥離を施

して成形している。両側縁部に摩滅が認められる。刃

部は曲線刃で薄く作出している。石材はチャートで長

さ16.8cm、幅5.1cm、厚さ1.9cm、重さ278.33gである。

16は挟り込みの浅い分銅形の打製石斧である。表裏

面に自然面を残し、表面から主に成形剥離が施されて

いる。両側縁部の扶り込みは浅く、丁寧な調整剥離が

施され、いずれも摩滅が認められる。刃部は曲線刃で

ある。石材は絹雲母片岩で長さ20.3cm、幅5.4cm、厚

さ2.1cm、重さ366.58gである。

17は挟り込みの浅い分鉗形の打製石斧である。厚み

があり表裏面に多くの成形剥離が施されている。両側

縁部の扶り込みは浅く、丁寧な調整剥離が施され、い

ずれも摩滅が認められる。刃部はやや鋭角に作出して

いる。石材は粘板岩で長さ10.3cm、幅2.9cm、厚さ1.8

cm、重さ90.97 gである。

18は扶り込みの浅い分銅形の打製石斧である。表裏

面に自然面を残し、表面から主に成形剥離が施されて

いる。両側縁部の扶り込みは浅く、粗雑な調整剥離が

施され、いずれも摩滅が認められる。 刃部は曲線刃で

ある。石材は絹雲母片岩で長さ10.5cm、幅3.5cm、厚

さl.lcm、重さ86.37gである。

19は分銅形の打製石斧である。表面に自然面を残し、

表裏両面から成形剥離が施されている。両側縁部の扶
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り込みは深く、丁寧な調整剥離が施され、いずれも摩

滅が認められる。刃部は曲線刃である。石材は絹雲母

片岩で長さ10.8cm、幅3.8cm、厚さ1.6cm、重さ138.34

gである。

20は厚みのある分銅形の打製石斧である。表面に自

然面を残し、裏面から主に成形剥離が施されている。

両側縁部の扶り込みは深く、丁寧な調整剥離が施され、

いずれも摩滅が認められる。刃部は直線刃である。石

材はホルンフェルスで長さ9.6cm、幅4.0cm、厚さ1.8cm、

重さ137.63 gである。

21は厚みのある分銅形の打製石斧である。裏面に自

然面を残し、表面に主要剥離面が施されているため、

再加工品の可能性がある。両側縁部の扶り込みは深く、

丁寧な調整剥離が施され、いずれも摩滅が認められる。

刃部は曲線刃で丁寧な調整剥離が施される。石材は粘

板岩で長さ9.6cm、幅4.1cm、厚さ2.6cm、重さ195.26 g 

である。

22は大型の分銅形打製石斧で、頭部を欠損する。表

面に自然面を残し、裏面から主に成形剥離が施されて

いる。両側縁部の挟り込みは深く、粗雑な調整剥離が

施され、いずれも岸滅が認められる。刃部は曲線刃で

主に裏面からの調整剥離が施されている。石材はホル

ンフェルスで長さ9.3cm、幅10.5cm、厚さ1.9cm、重さ

262.97 gである。

23は分銅形の打製石斧である。表面に自然面を残し、

裏面に頭部方向からの主要剥離面を残す。両側縁部の

扶り込みは深く、丁寧な調整剥離が施され、いずれも

摩滅が認められる。刃部は曲線刃で鋭利である。石材

は粘板岩で長さ12.6cm、幅5.6cm、厚さ2.0cm、重さ

277. 56gである。

24は扶り込みが偏る分銅形の打製石斧である。表面

に自然面を残し、裏面から主に成形剥離が施されてい

る。両側縁部の扶り込みは偏るが、丁寧な調整剥離が

施され、いずれも摩滅が認められる。刃部は曲線刃で、

主に裏面からの調整剥離が施されている。石材は絹雲

母片岩で長さ11.2cm、幅4.8cm、厚さ1.7cm、重さ

210. 58 gである。

25は挟り込みが偏る分銅形の打製石斧である。表裏

面に自然面を残し厚みがある。両側縁部の扶り込みは

偏り、粗雑な調整剥離が施され、いずれも摩滅が認め

られる。刃部は曲線刃である。石材は粘板岩で長さ

9.5cm、幅5.4cm、厚さ2.4cm、重さ160.72gである。

26は扶り込みが偏る分銅形の打製石斧である。表裏

面に自然面を残し、両面から成形剥離が施されている。

両側縁部の扶り込みは偏るが、丁寧な調整剥離が施さ

れ、いずれも摩滅が認められる。刃部は曲線刃である。

石材は粘板岩で長さ9.9cm、幅5.5cm、厚さ2.2cm、重さ

197. 32 gである。

27は小型の分銅形打製石斧である。両面から成形剥

離が施されている。両側縁部の挟り込みはやや浅く、

丁寧な調整剥離が施されるが、摩滅は認められない。

刃部はやや直線的である。石材はホルンフェルスで長

さ6.1cm、幅3.7cm、厚さ1.0cm、重さ46.93gである。

28は扶り込みが偏る分銅形の打製石斧である。素材

に扁平の礫を用い、全周に粗雑な成形剥離を施してい

る。両側縁部の扶り込みは深く、丁寧な調整剥離が施

され、いずれも摩滅が認められる。刃部は曲線刃であ

る。石材は安山岩で長さ11.4cm、幅6.2cm、厚さ1.1cm、

重さ185.58gである。

29は大型の分銅形打製石斧である。表裏面に自然面

を残し全周に粗雑な成形剥離が施されている。両側縁

部の挟り込みは浅く、粗雑な調整剥離が施され、いず

れも摩滅が認められる。刃部は直線刃である。石材は

絹雲母片岩で長さ15.6cm、幅5.3cm、厚さ1.5cm、重さ

371. 74 gである。

30は扶り込みの浅い分銀形の打製石斧である。表面

に自然面を残し裏面に節理面を残す。扁平な素材の一

部に粗雑な成形剥離が施されている。両側縁部の扶り

込みは浅く、粗雑な調整剥離が施され、いずれも摩滅

が認められる。刃部は曲線刃である。石材は絹雲母片

岩で長さ15.0cm、幅7.8cm、厚さ1.9cm、重さ444.45g 

である。
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第10図 石器 （3)
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太型蛤刃磨製石斧（第11図31)

31は太型蛤刃磨製石斧である。頭部を欠損し、刃部

も使用により欠損している。裏面に成形時の剥離痕跡

が残る。全面に最終調整の擦痕が認められる。両側縁

部には僅かに稜が作出されている。石材は粘板岩で長

さ10.3cm、幅5.5cm、厚さ2.5cm、重さ285.70gである。

独鈷石（第11図32)

32は独鈷石で両側先端部を欠損している。また、裏

面方向に僅かに湾曲している。全体によく研磨されて
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いるが、捏部及び側縁部の稜は明瞭でない。石材は緑

簾片岩で長さ15.8cm、幅5.9cm、厚さ2.8cm、重さ

352. 33gである。

環状石斧 （第11図33)

33は環状石斧である。素材に板状の礫を用い全周を

粗く敲打した後、丁寧に研磨している。中央には両面

からの穿孔による円形孔がある。石材は絹雲母片岩で

径12.1cm、厚さ1.8cm、穿孔径1.4cm、重さ362.38gで

ある。第11図34は敲石である。細長い自然礫の上部両

側縁部に敲打痕が認められる。石材は砂岩で長さ18.1

cm、幅5.5cm、厚さ3.9cm、重さ558.2058gである。

敲石 （第11図34• 35) 

35は敲石である。細長い自然礫の上音即訊則縁部に敲

打痕が認められる。石材は絹雲母片岩で長さ24.9cm、

幅5.0cm、厚さ3.0cm、重さ627.57gである。

袂入尖頭器（第12図36)

36は、 S24グリッドから出土した絹雲母片岩製の扶

入尖頭器である。長さ23.2cm ・最大幅9.0cm ・厚さ1.8

cm、重量614.71 gの大形例である。石器正面の表面に

は赤い筋状の模様が浮かび、性状はやや紅簾片岩にち

かい。扁平な石材の正・裏面に自然面を残し、周囲を

めぐるような加工を施しながら外形を形作っている。

扶入部を側面から見ると、繰り返された敲打によって

崩れたような状態である。しかしそれを除けば全体に

風化の度合も弱く、新鮮で鋭利な縁辺を保持している。

先端角は約80度、基端角は約85度で、頭部のほうが基

部よりもやや大きめに作られている。基部の左右は加

工の結果で非対称となっているが、よく似た菱形にち

かい外形の頭部と基部が、挟入部で連結されたようで

ある。

扶入石匙（第12図37)

37は、 SD97から見つかった粘板岩製の縦長石匙で

ある。無論、同時期の遺構伴出例ではない。長さ9.0

cm• 最大幅4.6cm ・厚さ1.0cm、重量31.54gである。先

細りの剥片の打面方向をつまみ部として、主に正面か

ら裏面への加工によって作り出している。自然面の残

る正面左側縁が、浅い加工によって凹刃を描いている。

こうした石匙を特に「扶入石匙」と呼び（田中1995:

p.16~52)、出土場所は異なるが、前述した挟入尖頭

器とは同じ扶入意匠の石器として密接な繋がりを持つ

ものである。

筆者の調査では扶入尖頭器は全国で約50遺跡、 70点

以上が確認されている（田中1995)。総点数では多い

ようにも思えるが、中堀遺跡から出土した扶入尖頭器

は関東地方で4例目、県内では飯能市小岩井渡場遺跡

に次いで2例目という希少なものである。分類上はII

類の挟入尖頭器にあてはまるが（田中1995: p. 25)、

ただしII類もいくつかに細分される可能性がある。本

例は上下対称にちかい菱形の頭部 ・基部によって特徴

づけられ、 北海道名寄市日進六線や新潟県高根、 ミニ

チュアでは富山県平岡 ・野地島に類例が求められる。

同じ県内の渡場遺跡11号住居址出土例は両端の角度が

より鋭角で、頭部・基部の大きさの違いも明確である

（飯能市教育委員会 1977）。中堀遺跡からは関山II

式末から黒浜式古期の土器片が出土している。北海道

に類例が求められることと、そして土器型式の上から

も中堀例は渡場よりも後出といえよう。

渡場遺跡は住居址出土例として扶入尖頭器の蝙年上

の基本資料であるが、中堀例は残念ながら遺構から出

士したものではない。しかし別の意味で渡場遺跡以上

の意味を持っている。それは外形から導かれる北海道

とのつながりと同時に、用いられている石材にある。

扶入尖頭器が出士した関東地方の他の三遺跡、渡場・

群馬県黒井峯・千葉県境No.2遺跡ではII類扶入尖頭器

のすべてに頁岩が使用されている。この現象は出現期

である I類の扶入尖頭器のほとんどが、頁岩の原産地

である南東北で一手に製作されたことを引き継いだた

めであろう。頁岩製であることこそ、 山岳地で開花し

た狩猟文化を誇示する最良の条件であったろう。しか
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第12囮 石器 （5)
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し時代が下り造形物の方に主眼が置かれるようにな

る。 rn類を中心に北海道では黒曜石、西日本ではサヌ

カイトが石材としてさかんに重用され、製作の拠点は

いわゆる在地の石材を産出する地域に移行した。秩父

地方の三波川変成岩類である絹雲母片岩で作られた中

堀例は、まさにこうした扶入尖頭器の歴史的な背景を

如実に示すものである。中堀を契機として、種々の石

材で形作られたII類の末期やIlI類の扶入尖頭器の類例

が今後は増加することだろう。扶入尖頭器と扶入意匠

の終焉は、これらの石器群が解明の鍵を握っている。

参考文献

田中英司 1995 「扶入意匠の石器文化」物質文化第59号

飯能市教育委員会 1977 『小岩井渡場遺跡発掘調査概報』
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2 古墳時代
中堀遺跡では、古墳時代前期の集落跡を検出した。

集落跡の構成は、竪穴式住居跡6軒と1条の溝跡か

ら構成されていた。土猥やその他の遺構を確認するこ

とができなかったが、集落跡は、砂利採集で失われた

(1)竪穴式住居跡

竪穴式住居跡は、東ー西から北西ー南東が長手方向

となる方形の掘りかたであった。炉跡の確認できたの

は、第5号住居跡のみである。床面には、第3• 6号

住居跡を除き4本の主柱が確認できた。

南側へさらに伸びていたと推定した。

遺構確認面は、古代の遺構が確認された砂利層の直

上で確認できた。しかし覆土の色調や粘性・しまり具

合など地山と大変共通しており、確認は困難であった。

出土した遺物は、古墳時代前期五領式土器である。

甕． S字口縁台付甕 ・小形壷・高杯・椀 • 鉢などが出

土した。特筆できる遺物として碧玉製の2点の管玉を

あげることができる。

第13図古墳時代全体図

1
．
一

O 30m 
9,  l 
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第 1 号住居跡（第14図•第15図）

Q-12グリッドに確認した。

第3局住居跡の南東4mに位置した。周辺には、古

代の遺構が密集し、南壁は、古代の溝によって破壊さ

れていた。

炉は、検出できなかった。

住居跡の形状は長方形で、規模は長辺5.09m・短辺

4.12m・深さ0.16mであった。

主軸方向は、 N-89°-Eであった。

柱穴を4基検出した。p1は長軸0.4m・短軸0.33

m・深さ0.2m、P2は長軸0.54m・短軸0.41m・深さ

0. 23m • P 3は長軸0.34m・短軸0.29m・深さ0.15m、

P4は長軸0.37m・短軸0.27m・深さ0.18mであった。

P4の脇から甕（1) ・台付甕脚部（4• 5) ・高

杯 (6)がまとまって出土した。

l ~8は、士師器である。 1は甕口縁部、 2• 3は

台付甕口縁部、 4• 5は台付甕脚部、 6は高杯坑部、

7は小形壷、 8は椀である。

第14図 第 1号住居跡
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第15図 第 1号住居跡出土遺物
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第1表 第1号住居跡出士遺物観察表

番号 器 種 口径 器 高 底径 胎 土 焼 成 色 調 残存率 備 考

1 台付甕 (16.8) 5.7 A, B, C, E, G, I 不 良 橙 30 

2 台付甕 (12.8) 4.5 A, B, C, E, G, I 不 良 明黄褐 40 

3 台付甕 (12.0) 4.5 A, B, C, E, G, I 不 良 にぶい黄橙 25 

4 台付甕 10.2 7.7 A, B, C, E, G, I 不 良 橙 70 

5 台付甕 10.4 73 A, B, E, G, I 不 良 橙 30 

6 吉回 坪 (15.2) 55 A, B, C, E, G, I 良 好 橙 30 

7 小型壷 (10.6) 51 A, B, C, E, G, I 良 好 にぶい黄橙 50 

8 椀 (10.2) 3.5 A, B, C, I 良 好 にぶい橙 20 

第16図 第2号住居跡
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3 黒掲色土礫を多紐に含

む

4 暗祖色土焼土粒子を微

且含み、礫を多屈に含む

5 暗掲色土 4屈より礫を

多屈に含む

6 黒褐色士炭化粒子を少

菰含み、 礫を多址に含む
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第2表 第2号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼 成 色 調 残存率 備 考

1 士咀を 187 24.8 6.6 A. B. C. E, G. I 良 好 にぶい橙 90 

2 士亜 (64) 14.4 A, B, C, E, G, I 良 好 にぶい黄橙 40 

3 亜士 (19.8) 20.6 A, B, C, E, G 良 好 橙 50 

4 亜士 (15.0) 67 A, B, C, E. G 良 好 橙 25 

5 小 型壷 (9.8) 59 A,B,C,E,G 良 好 橙 40 

6 小 型壷 9.6 7.5 A, B, C, E, G, I 良 好 にぶい黄橙 100 

7 鉢 12.0 3.6 A, B, C, E, G, I 良 好 にぶい赤褐 70 

8 台付甕 (10.0) 7.5 A. B, C, E, F, G, I 良 好 にぶい黄褐 20 
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第17図 第2号住居跡出土遺物
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第 2 号住居跡 （第16図•第17図 ）

R-12 • 13グリッドに確認した。

第1号住居跡の南15mに位置した。住居跡の南半分

は、調査区外のため規模など明らかにできなかったが、

方形と推定した。残存した北壁は、長さ6.20m・深さ

0.92mであった。

主軸方向は、 N-85°-Eであった。

炉は、検出できなかった。北西隅に径0.83m・深さ

0.3mの貯蔵穴を検出した。

柱穴を2基検出した。p1は径0.33m・深さ0.31m、

P2は径0.32m・深さO.lmであった。

1~8は、土師器である。 1は壷、2は壷底部、 3.

4は壷口縁部、 5 • 6は小形壷、7は鉢、 8は台付甕

疇であった。

第3号住居跡 （第18図）

P • Q-11 • 12グリッドに確認した。

第1号住居跡の北西4mに位置した。周辺は、古代

の遺構が密集し、住居跡の東半や南西隅が古代の遺構

によって破壊されていた。

住居跡の形状は長方形で、規模は長辺6.52m・短辺

4.31m深さ0.20mであった。

主軸方向は、 N-73°-Eであった。

炉や小穴は、検出できなかった。

遺物は小破片のみで、図示できなかった。

第 4 号住居跡 （第19図•第20図 ）

T ・ U-13 • 14グリッドに確認した。

第5号住居跡の南西18mに位置した。古代の第180

号住居跡の床面精査の作業中に検出した。南西隅は、

砂利採集のため削平されていた。。

住居跡の形状は、南東にやや張り出す不整方形であ

った。規模は長辺5.83m・短辺4.87m・深さ0.38mで

あった。

主軸方向は、N-28°-Wであった。

3基の小穴を検出した。 p1は長軸0.35m・短軸
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第18図第3号住居跡
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第19図第4号住居跡
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第20図 第4号住居跡出土遺物
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第 3表 第4号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼 成 色 調 残存率 備 考

1 亜士 17.8 92 A. B, C, E, G, I 良 好 にぶい褐 90 

2 壷 70 68 A.B. C, E, G 良 好 橙 60 

3 台付甕 14.6 16.8 A.B. C, E. G,I 良 好 灰黄褐 50 

4 台付甕 15.1 12.3 A.B. C, E. G,I 良 好 にぶい褐 70 

5 台付甕 (13.4) 9.2 A.B. C, E, G,I 良 好 にぶい褐 30 

6 台付甕 (13.0) 2.5 A, B, C, E 良 好 にぶい赤褐 30 

7 高 杯 10.5 A, B, C, E, G, I 良 好 橙 90 

8 高 坪 112 115 A. B. C. E, G, I 良 好 にぶい赤褐 70 ， 小型壷 11.1 5.1 A, B, C, E, G 良 好 橙 70 

10 椀 (10.0) 3.6 A, B, C, E, G 良 好 にぶい橙 5 

11 坪目 玉

0.26m・深さ0.15m、P2は径O.55m・深さ0.28m、

P3は径0.58m・深さ0.22mであった。

遺物は、 P2から北東隅にかけてまとまって出土し

た。

l~10は、上師器である。 1は壷口縁部、 2は壷底

部、 3~6は台付甕、 7• 8は高杯脚部、 9は小形壷、

10は椀である。

11はCD石製の管玉である。

第 5 号住居跡（第21 図 •第22図 ）

T-15グリッドに確認した。

第4号住居跡の北東18mに位置した。周辺は、古代

の遺構がやや密集し、確認に手間取った。

住居跡の形状は方形で、規模は長辺3.81 m ・短辺

3.13m・深さ0.12mであった。

主軸方向は、 N-45°-Eであった。

住居跡の中央に2基の炉を並んで検出した。いずれ

も砂質の黄褐色士で掘り方を埋めていた。掘り方の規
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模は、1号炉跡が長軸0.44m・短軸0.31 m ・深さ0.07

m、2号炉が長軸0.48m・短軸0.45m・深さ0.07mで

あった。

小穴を4基検出した。p1は径0.28m・深さ0.09m• 

P2は径0.25m・深さ0.3m、P3は径0.28m・深さ

0.29m、P4は径0.32m・深さ0.27mであった。

貯蔵穴は北東隅に検出した。形状は円形で、径0.48

m・深さ0.15mであった。

住居跡の中央やや西寄りに炭化材を出土し、床面も

被熱により一部赤色化していたことから、いわゆる焼

第21図第5号住居跡， 
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1 暗褐色土 焼土粒子を微屈含み、の白色粒子、炭を多

位に含む

2 暗赤褐色土被熱により赤色化

3 暗黄褐色土 白色粒子を多祉に含む

4 黒掲色土焼土粒子、炭を少盈含む粘性あり

5 赤褐色土 被熱により赤色化

6 暗黄掲色土 砂阿
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第4表第 5号住居跡出士遺物観察表

番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼 成 色 調 残存率 備 考

1 亜＝七 (17.4) 6.8 A,B, C, E, G,I 良 好 にぶい橙 35 

2 壷 (162) 6.8 A, B, C, E, G, I 良 好 にぶい橙 30 

3 壷 (143) 6.4 A, B, C, E, G, I 良 好 にぶい黄橙 20 

4 士亜 14.2 15.9 A, B, C, E, G, I 良 好 橙 50 

5 亜・＝ピ 124 8.0 A, B, C, E, G, I 良 好 橙 50 

6 壷 12.0 6.8 A, B, D, G,I 良 好 橙 60 

7 台付甕 (13.6) 18.5 A.B, C, E, G.I 良 好 にぶい橙 50 

8 台付甕 (14.4) 5.8 A.B. C,E. G,I 良 好 灰 30 

， 台付甕 107 13.0 A, B, C, E, G 良 好 橙 80 

10 鉢 (16.0) 7.0 A. B, C. E, G, I 良 好 にぶい黄橙 30 

第5表第 6号住居跡出士遺物観察表

口エ竺11 小型壷 口径(12.0) 器 高6.9 底径 胎 土

A.B. C,E. G,I 
良焼 成好 1明色赤調褐 1残□備 考
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第22図 第5• 6号住居跡出土遺物
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失住居跡と判断した。

遺物は、北西隅から、台付甕 (7~9)、住居跡の

中央から壷(1 • 2 • 4)が出土した。

l~4は壷口縁部、 5 • 6は壷底部、 7~9は台付

甕、 10は小形壷であった。

第 6 号住居跡（第22図 • 第23図）

T-18 • 19、U-18グリッドに確認した。

第5号住居跡から東に30mに位置した。周辺の遺構

は、比較的疎らであった。第1層中に古代の土器を含

むことから、古代の住居跡として調査を開始したが、

床面から古墳時代前期の土器が出士し、該基の住居跡

と判明した。また、多量の川原石が覆土全体に含まれ、

調査は困難を極めた。

床面精査中に方形の掘り込みを確認し、断面の観察

では明瞭に把握できなかったが、住居跡の拡張かベッ

ト状遺構と推定した。

住居跡の形状は方形で、①外法の規模は長辺5.43

m・短辺4.92m・深さ0.46mで、②内法の規模は長辺

4.16m・短辺4mで、西壁以外に0.6mの掘り残しがあ
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った。 第23図第6号住居跡

主軸方向は、 N-38°-W  

であった。

炉や小穴は、検出できなか

った。

遺物は、小破片が多く、わ

ずかに土師器の小形壷（11)

を図示できただけであった。

(2)溝跡

第1号溝（第24図）

E・F・N-8 • 9、G・

M-8、H・L-7・8、I.

J • K-7、0-9 • 10、P

-10、Q-11、R-11• 12、

T-13 • 14 • 15、U-15• 16、

V-16グリッドに確認した。

調査区の北側から南側にかけ

て弓なりに長く延びたのちに、

第4号住居跡を避けるように、

小さく曲がって調査区外に続

いていた。長さ170m・幅0.35

m・ 深さ0.45m （最深部） ． 

0.2m（最浅部）であった。

遺物は、わずかに古墳時代

前期の士師器片が出土したの

みである。

A 
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第6号住居跡

1 黒褐色土多凪の礫、砂利

を含む粘性の強い粒子の

粗い屑 B軽石含まない

2 黒褐色土礫、砂利は 1層

より少ない 砂状の白色粒

子が目立つ

3 黒色砂屑

0 1m 
I l 
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第24図 第 1号溝 ・出士遺物
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4 暗褐色土 黒褐粒子を多菰に含む粘性あり
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3 古代
中堀遺跡では、平安時代前期を中心とした古代の遺

構・遺物を検出した。

疇の構成は、竪穴式住居跡258軒、掘立柱建物跡

65棟、建物地業跡3棟、区画溝33条、溝42条、集石列

1列、柵列23列、道路状遺構2条、橋状遺構1本、土

城730基、土城群4群、井戸跡3井、竪穴状遺構14基、

鍛冶炉跡17基、大甕埋設遺構15基、土器埋設遺構14基、

馬骨・人骨出士地点17ヶ所、畝状遺構3ヶ所、風倒木

跡lヶ所と多数の小穴からなっていた。

遺構は、調査区一面に広がり、旧河川を確認した東

南部には、遺構が少なかった。遺跡は、関越自動車道

を越えた北側、砂利採集で破壊された南側、そして野

菜畑の続く西側へまだ続いていると考えられる。

遺構確認面の上には、古代の土器を含む堆積層が、

厚く堆積しており、部分的に焼土層が形成されていた。

この古代の堆積層の上部には、浅間山起原のB軽石層

（天仁元年： 110岬降下）が堆積し、窪地となった竪

穴式住居跡では、レソズ状の堆積が確認された。

出上した遺物は、竪穴式住居跡の項で概要を述べた。

第25図 竪穴式住居跡全体図

[
‘
-

0 30m 
l ~ l 
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(1)竪穴式住居跡

中堀遺跡で検出された竪穴式住居跡の遺構・遺物の

特色について、次に述べることとする。

a 遺構の特色

分布

中堀遺跡から検出された古代の竪穴住居跡は、 258

軒である。これらの竪穴住居跡は、遺跡内に多少の濃

淡をもって分布している。

分布がやや薄いのは、調査区中央の第20• 21号区画

溝周辺である。竪穴住居跡の分布は、大きく分けると、

この分布の薄い地域を中心に、西側のニリアと東側の

エリアに分けられる。

西側のニリアで特に密に分布していた部分は、第12

号区画溝と第16号区画溝により区画される、調査区中

央やや北西寄りで、重複が激しく調査は難航した。

そのほか、第1号掘立柱建物跡北側の、第15~23号

住居跡、第1号掘立柱建物跡西側の、第24~27号住居

跡、第1号井戸北側の、第28~38号住居跡の3ヶ所で、

数軒から10軒単位での、竪穴住居跡のまとまりがみら

れた。これらの竪穴住居跡は、いくつかの時期にまた

がっていることから、近接する場所に連続して竪穴住

居跡が造られていたことが分かる。

また、第1号～3号建物地形跡が検出された、第13

号区画溝より南では、竪穴住居跡は3軒だけと少ない。

さらに第16号区画溝より南側、 第12号区画溝より北側

のユリアでも、比較的分布は薄い。

東側のエリアでは、西側エリアのように竪穴住居跡

の分布が、特に密な部分はみられなかったが、第42号

掘立柱建物跡南側の第178~183号住居跡、第4土壊群

周辺にみられる第229~252号住居跡、第31号区画溝東

側の第253~258号住居跡など、ややまとまりをもって

いるような部分もある。しかし、いずれもあまり重複

関係はみられず、散漫な様相であった。

このような散漫な分布の中で、集石列西側の第203

~206号住居跡、第29号区画溝南側の、第220~223号住

居跡の2ヶ所では、激しい重複がみられた。これらの

竪穴住居跡は、重複関係がみられるが、土器にみられ

る年代観には、ほとんど差が認められなかったことか

ら、短期間に次々と建て替えられていったと考えられ

る。

竪穴住居跡の分布が非常に薄いのは、第25号区画溝

から北側の部分で、わずかに2軒が検出されただけで

ある。

規模

中堀遺跡では、平安時代の竪穴住居跡としては非常

に大規模な、面積30m2を超えるものが第35• 53 • 76 • 

197 • 217 • 223号住居跡の6軒検出された。これらの大

型住居跡は、東側と西側のエリアに3軒ずつ分布し、

大型住居跡同士は、あまり近接せずに分布している。

構造

主柱穴が確認できなかったものが254軒とほとんど

であった。主柱穴が確認できたものは、大型住居跡6

軒の中の4軒だけであり、中堀遺跡の特徴としてあげ

られる。

また、いわゆる床下士城が検出された住居跡は、 28

軒と全体の11％と非常に少ない。床下土城の覆土中に

は、焼土が混入している例が多く、使用目的を考える

上で重要である。壁溝が検出されている住居跡は4雖干、

17％と、あまり多くなく、なかでもカマド部分を除い

て全周する例は7軒だけである。特に、第220号住居

跡では、壁溝内に径O.lm前後の小穴が巡っている。

なお、竪穴住居跡の一覧表に、住居跡の形態分類を

記載したが、その分類基準は以下の通りである頃句30

図）。

A 住居跡の平面形が長方形で、長辺にカマドが

付設されるもの。

B 住居跡の平面形が長方形で、短辺にカマドが

付設されるもの。

C 疇跡の平輯が正方形に近いもの。
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第26図 竪穴式住居跡全体図詳細 （1)
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第27図 竪穴式住居跡全体図詳細 （2)
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第28図 竪穴式住居跡全体図詳細 （3)
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第29図 竪穴式住居跡全体図詳細 （4)
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第6表竪穴式住居跡一覧表（1)

番号 グリッド
住居跡 カマド

長径 短径 深さ 住居跡長軸方位 カマド方位 時期
形態 形態

1 B-2/C-2 C BI 3.39 2.96 0.17 N-25°-E N -122° -E w 

2 C-l/C-2 
C 

3.33 019 N-64°-W 
N -23° -E 

III 
C N -23° -E 

3 C-1/C-2 A BI 3.29 0.19 N-64°-W N-21°-E 皿

4 
C-l/C-2/D-l/D-

BI 2.98 019 N-58°-W w 
2 

5 E-2 A 
BI 

4.17 291 0.27 N-25°-E 
N-67°-W 

VII 
BI N-64°-W  

6 E-1/E-2 A BI 2.49 1.73 013 N-3°-W N -89° -W IX 

7 E-1/E-2 BI w 
8 C-3 B A I a 3.93 3.05 0.13 N -86° -E N -85° -E VIII ， C-3/D-3 A BJI 4.07 294 034 N-38°-E N -128° -E VII 

10 C-4 C 3.98 35 023 N-19°-E  N -118° -E VIII 

11 D-3/E-3/E-4 B 3.73 254 023 N-70°-W  VII 

12 F-3/G-3 N-5°-E VI 

13 F-3/G-3 B A I b 4.77 3.6 039 N-72°-W N-117'-E VIII 

14 G-4 A A I b 3.38 3.27 0.38 N -9 ° -E N -102° -E VII 

15 G-4/G-5 B 2.6 2.3 045 N-18°-E VI 

16 G-5 A BI 3.73 3.0 0.18 N-13°-E N-76°-W VII 

17 H-4/I-4 4.39 0.53 N-11°-E w 

18 H-4/H-5/1-4/1-5 A A I a 5.2 2.71 0.5 N-11°-E  N-99°-E  V 

19 H-4/H-5 3.54 0.25 N-65°-W VII 

20 H-5 A AI a 4.6 3.19 0.29 N-18°-E N-59°-W 珊

21 H-4 AI 0.61 N -118° -E 

22 H-4 BI 2.94 008 N-69°-W VI 

23 H-4/I-4 367 0.22 N-85°-W w 
24 I-4 BI 2.87 0.19 VIll 

25 I-4 0.45 N-97°-E VII 

26 I-4 AI 3.3 0.07 N-99°-E VlII 

27 I-4/J-4 B BI 4.57 3.34 0.37 N-76°-W N -101 ° -E VI 

28 D-6 B 4.17 2.59 0.2 N-70°-W 

29 E-5 B 3.75 3.05 0.11 N-3°-E VII 

30 D-6/E-6/E_7 C AI 3.86 3.47 0.48 N-78°-W N-80°-W V 

31 E-6 A AI a 6.77 3.99 0.35 N-8°-E N -100° -E VI 

32 D-6/D-7/E-7 AI a 2.98 0.8 N-8°-W N-85°-E VI 

33 E-7 AI 0.3 N-8°-E N-89°-W m 

34 E-7 AI 352 0.18 N-8°-E N-71°-W  III 

35 E-7 C AI 5.9 5.87 0.7 N-4°-E  N -97° -E V 

36 E-6/E-7/F-7 A AI a 5.45 3.97 0.5 N-4°-E N-87°-W VI 

37 
E-6/E-7/F_6/F-

B 415 4.3 0.17 N -24 ° -E Vil 
7 

38 F-5/F-6 C Aib 427 3.71 0.39 N-86°-W N -75° -W IV 

39 F-5 308 2.93 0.08 N-85°-W 

40 H-7 A AI a 286 2.39 0.15 N-7°-E N-85°-W  VIII 

41 H-6/H-7 B 4.2 3.15 0.29 N-86°-W N -95° -E V 

42 H-6/I崎 A C 3.75 2.97 0.19 N-3°-E N -90° -E VIII 

43 J-6/J-7 A AI a 3 2.3 023 N-6°-E N -63° -W VIll 

44 K-3/K-4/L-4 B BI 58 2.97 013 N-85°-W N-10°-E VII 

BI N-75°-W 
45 K-5/L-5 A AI 4.15 2.8 0.28 N -6 ° -E N-76°-W 

VI 

AI 

46 E-7/E-8/F-8 A A I b 5.03 3.85 0.35 N-14°-E N -102° -E VIll 

47 E-8 B A I a 4.78 3 0.5 N-88°-E N-82°-E III 
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第7表竪穴式住居跡一覧表（2)

番号 グリッド
住居跡 カマド

長径 短径 深さ 住居跡長軸方位 カマド方位 時期形態 形態

48 
F-8/F-9/G-8/G-

A BI 5.3 4.48 0.46 N-6°-E N-82°-W  VIII ， 
49 F-9/G-9 A BI 4.36 363 0.14 N -84 ° -E N -84 ° -E w 
50 G-9 B BI 3.94 274 0.08 N-7°-W m 
51 G-9/G-10 A 3.48 2.63 0.19 N-14°-W  N-81°-E IX 
52 G-10 B 3.45 327 0.14 N-88°-E V 

53 
G-7/G-8/H-7/H-

B A JI a 883 6.75 0.9 N -82° -W N-78°-W V 8 

54 G-8 A BI 2.93 2.08 0.1 N-7°-E N-98°-E VIII 

55 H-8 AI 268 2.22 043 N-0°-E 
N -5 ° -E 

V N-79°-W  

56 H-8 A A I b 4.19 3.55 0.44 N -0 ° -E VII 

57 H-8/H-9/I-8/I-9 A AI a 4.15 3.08 027 N -0 ° -E N -84° -W VIII 

58 H-8/I-8 A BI 3.43 2.75 0.25 N-2°-W N-89°-W VI 
59 I-8/I-9 C A I a 4.33 4.23 0.45 N -84° -W N-97°-E VIII 

60 I-9 0.42 V 
61 I-9 AI 5.94 3.1 0.44 N-83°-W  N -86° -W V 
62 I-9 B 5.7 0.41 N-83°-W V 

63 I-9 A AI a 4.95 3.26 038 N-3°-W N -90° -E VIlI 

64 H-9/H-10 BI 3.42 0.18 N -87° -E w 
65 H-10/I-10 3.08 025 N-9°-W  w 
66 I-10 BI 3.1 0.14 N-83°-E 珊

67 I-10 3.1 0.43 N-80°-E V 
68 H-10 BI 2.25 0.2 N-10°-W  N-88°-E VII 

69 
H-9/H-10/I-9/I-

B 4.85 338 0.2 N-0°-E VI 10 

70 H-10/I-10 A 
BI 

3.51 275 0.15 N-8°-W  
N-88°-E 

VIII BI N -90° -E 

71 I-10 AI 
3.5 2.55 0.29 N-16°-W  

N-73°-E 
IX BI N-84°-E 

72 H-10/I-10 A A I a 3.26 29 0.2 N-4°-W  N -84 ° -E 珊

73 I-10/J-10 AI 3.1 0.35 N-69°-E N-65°-E m 
74 I-10/J-10 3.24 0.19 N-90°-E V 

75 I-9/I-10 B A I a 2.6 0.4 N-83°-W w 

76 
I-9/I-10/J-9/J-

699 4.85 0.7 N-7°-E  N-98°-E VI 10 

77 J-9 A A I a 345 2.52 0.2 N-2°-E  N-92°-E IX 
78 J-8 B 2.85 1.97 0.42 N-88°-W VlII 

79 J-8 A AI 2.75 1.98 0.17 N-6°-E N -117° -E VIII 

80 K-8 35 2.43 0.3 V 

81 J-8/K-8 A A I a 368 3.27 0.47 N-0°-E  N -94 ° -E Vlll 

82 J-8/K-8 A A I a 3.49 2.35 0.29 N-6°-E  N -l10° -E IX 
83 D-6 351 2.36 0.33 N-90°-E N-116° -E VIII 

84 K-8 C 313 3.04 0.34 N -48° -W 珊

85 k-8 2.8 0.45 

86 K-8/K-9 B BI 4 2.77 0.45 N-88°-E N-82°-W  Vlll 

87 K-9 A 
BI 

3.59 2.6 0.3 N-3°-E  
N-84°-W  

VI BI N-81°-W 

88 J-9/K-9 C BI 329 2.81 0.19 N-87°-W  N-76°-W  IX 
89 J -9 2.55 0.39 

90 J-9/J-10/K-9 BI 3.58 3 0.35 N-2°-E N-81°-E V 

91 J-9 A A I b 3.55 2.92 0.33 N-3°-E N-95°-E VIII 

92 J-9/J-10 A BI 3.47 2.85 0.18 N-11°-E N-70°-W  
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第8表竪穴式住居跡一覧表（3)

番号 グリッド
住居跡 カマド

長径 短径 深さ 住居跡長軸方位 カマド方位 時期
形態 形態

93 J-10/K-10 A 278 1.64 033 N-13°-W N-80°-E VII 

94 J-10/K-10 A 3.85 2.6 0.25 N -0 ° -E N-50°-E IX 

95 J-10 B BI 2.25 1.8 02 N-70°-E N-67°-E VIII 

96 J -10 2.36 008 VIII 

97 J-10 BI 2.73 02 N-87°-E VI 

98 J-10 A BI 3.6 2.61 0.32 N-3°-E N -86° -W VIII 

99 
J -10/J -11/K -10/K -

395 07 N-15°-W IX 
11 

100 K-10/K-ll B AI a 376 2.74 038 N-71°-E N -72° -E m 

101 J -10 N-11°-W Vil 

102 J -10/K -10/K -11 BI N-11°-W VII 

103 K-10 C BI 2.45 237 023 N-84°-W N-98°-E VIII 

104 K-10 B C 2.7 2.35 035 N -89° -E N -87° -E IX 

105 K-9/K-10 BI 3.45 0.3 N -88° -E VI 

106 k-9 2.12 0.41 N-0°-E IX 

107 K-10 A BI 3.41 253 0.26 N-0°-E N-90°-E VIll 

108 K-9/K-10 B AI a 3.55 2.3 0.42 N-80°-E N -73° -E VlII 

109 k-9 C BI 2.65 233 0.4 N-0°-E N-88°-W IX 

llO K-10/L-10 A 3.14 204 0.32 N-15°-W N-85°-E  VII 

111 L-8 A C 3.24 2.25 0.35 N-3°-W N -90° -E Vlll 

N-85°-W 

112 L-8/M-8 A A I a 5.54 276 0.57 N-0°-E N -73° -W VI 
N-67°-W 

113 L-8 A AI 2.68 223 0.45 N-2°-W N-93°-E VIII 

114 L-8/L-9 B 3.55 31 0.54 N-0°-E V 

115 L-8/M-8 A AI 2.8 233 0.43 N-11"-E N-10°-E  Vil 

116 L-9 A BI 2.91 2.33 0.1 N-8°-E N -86° -W Vlll 

117 L-9/M-9 B A I a 4.11 278 0.3 N -86° -W N-76°-W VIII 

118 M-9/M-10 A AI 4.4 329 0.32 N-8°-E N -105° -E VI 

119 M-9 C BI 2.82 275 0.3 N-0°-E N-89°-W  VI 

120 M-9 C 3.06 2.34 0.35 N-85°-E N-87°-E VI 

121 M-8/M-9 A A I a 3. 98 0.28 0.45 N-2°-E N -90° -E VIII 

122 L-10/M-10 A 
BI 

4.78 311 0.29 N-7°-W 
N-85°-E 

VII 
BI N -85° -E 

123 L-ll A BI 295 2.12 0.17 N-11° -W  N -82° -E IX 

124 M-7/M-8 45 0.38 V 

125 N-7/N-8 A 
BI 

366 2.97 0.29 N - 2 ° -E 
N-90°-E 

VIII 
BI N-74°-W 

126 
N-7/N-8/0-7/0-

C BI 28 1.47 0.49 N - 3 ° -W N-3°-W VI 
8 

127 N-8/0-8 B A I b 3.62 2.82 0.33 N-0°-E N -7 ° -W V 

128 
N-8/N-9/0-8/0- N-O"-E V ， 

129 0-8/0-9 C BI 2.92 0.33 N-0°-E N-88°-W VI 

130 
N-8/N-9/0-8/0-

BI 342 3.25 0.28 N-0°-E N -90° -E VII ， 
131 0-7/0_8 

132 0-7/0-8 

133 N-ll C 2.49 2.47 0.34 N-87°-W N-93'-E VI 

134 N-ll C BI 273 2.29 0.3 N-90°-E N-87°-W VII 

135 N-ll B A II a 3.18 19 0.5 N-82°-E N -80° -E VI 

136 N-10 A AI 3.07 2.25 0.17 N-23°-W N-70°-E VI 

137 N-10/0-10 C A I a 2.7 26 0.54 N-74°-E N-79°-E I 

138 Q-8/Q-9 N-85°-E V 

139 P-9 N-74°-E V 
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第 9表竪穴式住居跡一覧表 （4)

番号 グリッド
住居跡 カマド

長径 短径 深さ 住居跡長軸方位 カマド方位 時期
形態 形態

140 P-11/P-12 7.35 3.18 0.17 N -90° -E N -90° -E 皿

141 I-11 29 0.45 N-6°-W V 

142 I-11 C BI 3.82 33 032 N-7°-W N-82°-E VI 

143 H -11/I -11/I -12 A AI 3.3 2.63 0.22 N-5°-E N-79°-W IX 
144 I-11/J-ll B 3.21 232 0.22 N-0°-E Vlll 

145 G-12/H-12 A I a 315 025 N-0°-E N -87° -E V 

146 I-12 A AI 303 2.3 035 N-7°-W N -89° -E V 

147 I-12 C BI 4.59 4.15 0.37 N-87°-W N-5°-E w 
148 H-12 C AI 2.85 2.65 03 N -4 ° -W N -66° -E V 

149 
G-12/G-13/H-12/ 

0.26 w H-13 

150 H-13 A C 4.42 3.08 03 N-20°-W  N-67°-E V 

151 H-13 B C 4.1 3.0 0.45 N-77°-E N-77°-E w 
152 I-13/I-14 B BI 607 4.73 0.27 N-87°-E N-80°-E V 

153 H-14 204 0.19 N-2°-E 

154 H-14/I-14 AまたはB
BI 

5.0 024 N-82°-E 
N-15°-W 

VI BI N-83°-E  

155 I-14/I-15 AまたはB AI 5.43 4.89 0.53 N-80°-E N-82°-E  V 

156 K-12 2.75 2.58 0.11 N-89°-E V 

157 L-12/L-13 B A I a 455 3.57 0.3 N-81°-E  N -83° -E V 

158 K-12/K-13 C BI 4.25 3.64 0.4 N-87°-E N-89°-E  V 

159 K-13 C A I a 3.31 3.0 0.33 N-86'-E N -88° -W IV 

160 J-15 B 5.65 4.25 0.45 N-74°-E w 
161 J-15 B BI 4.39 3.36 0.26 N-85°-E N -85° -E VI 

162 K-15 C BI 4.75 4.31 0.35 N-75°-E N-81°-E  V 

163 J-16 C BI 4.1 3.83 0.45 N-15°-W  N-89°-E VI 

164 M-14 C 3.39 31 0.45 N -45° -W 

＂ 165 M-14/M-15 C 2.55 2.16 0.45 N-18°-E  N -25° -E 

＂ 166 M-15 A BI 3.74 258 0.33 N -18° -W N-74°-E VI 

167 N-14 BI 3.89 3.58 0.3 N-65°-E N-66°-E VII 

168 N-13 C BI 4.9 4.62 0.4 N-82°-E N-4°-W IV 

169 N-14 A A I b 3.45 2.3 0.24 N -27° -W N-65°-E VI 

170 
N-13/N-14/0-13/ 

A BI 4.46 3.12 0.11 N-4°-W N-91°-E  V 0-14 

171 P-14 B BI 363 238 0.17 N-90°-E N-80°-E V 

172 Q-14/R-14 C BI 4.95 4.5 038 N -10° -W N-87°-E V 

173 
Q-14/Q-15/R -14/ 

C C 289 3.03 0.29 N-86°-E  N-6°-W V R-15 

174 Q-15/Q-16 C AI 4.04 365 05 N-88°-W N -84° -W w 

175 
R-13/R-14/S-13/S-

BI 3.25 0.6 N-0°-E VI 14 

176 R-13/R-14 C 
BI 

304 357 0.35 N-12°-E  
N-81°-W 

VIII BI N -83° -W 

177 S-13 BI 245 197 04 N -20° -E N-59°-W VIII 

178 T-15/T-16 A A I a 454 3.72 0.38 N-7°-E N-82°-W VIII 

179 T-14/U-14 C BI 3.4 2.89 028 N-6°-E N -86° -E VIII 

180 T-14/U-13/U-14 BI 
515 0.35 N-6°-E 

N -86° -W 
VIII BI N-74°-W  

181 U-14/U-15 B 4.7 4.2 019 N -84 ° -E N -80° -E 

182 U-15/V-15 C AI 3.48 2.87 0.27 N-7°-E 
N-83°-W 

VI N -78° -W 

183 U-15 30 2.48 0.1 N-3°-E V 

184 N-17 BI 3.1 2.61 02 N-11°-E N -87° -W V 

185 M-LS/N-818 C 
BI 

5.05 4.35 04 N-10°-W 
N-2°-W w AI N -78 ° -E 
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第10表竪穴式住居跡一覧表（5)

番号 グリッド
住居跡 カマド

長径 短径 深さ 住居跡長軸方位 カマド方位 時期
形態 形態

186 
0-18/0-19/P-18/ 

A A I a 4.01 3.19 05 N-5°-E N -82° -W 皿
P-19 

187 N-19/0-19/0-20 C BI 2.35 2.56 014 N-7° -E N -64° -W 

N-34°-E 

188 0-19/0-20 B C 3.73 3.1 0.44 N -77° -W 
N -77° -W 

VII 
N -103° -E 
N -64° -W 

189 0-20/P-19/P-20 B C 4.96 3.26 0.13 N -80° -W N -72° -W V 

190 
0-16/0-17 /P-16/ 

B 3.88 3.4 0.48 N -90° -E 
P-17 

191 
0-16/0-17 /P-16/ 

B BI 5.1 3.07 02 N -87° -W N -88° -E VI 
P-17 

192 
P-18/P-19/Q-18/ 

C BI 4.23 3.78 0.37 N -82° -W N -75° -W V 
Q-19 

193 P-18/P-19 C AI 3.23 3.13 0.37 N-84°-W N-8°-E VI 

194 P-20/Q-20 B BI 4.31 3.34 0.3 N -77° -W N-81°-W w 
195 Q-18/Q-19 B A I a 4.2 3.92 0.3 N -90° -E N -89° -E V 

196 
R-17/R-18/S-17/S-

B A I a 5.4 3.74 0.55 N -79° -E N -80° -E Il 
18 

197 R-16/R-17/S-17 C Bil 7.44 7.18 0.8 N-0° -E N -90° -E V 

198 R-16/S-16 4.6 3.76 0.23 N-7°-E N -101 ° -E VI 

199 
S-17/S-18/T-17/ 

B BI 5.16 4.17 0.31 N -24° -E N -63° -W V 
T-18 

200 
S-16/S-17/T-16/ 

B 4.05 3.53 0.08 N-76°-W 
T-17 

201 U-17/U-18 B BI 3.05 2.38 0.2 N -90° -E N-91°-E V 

202 Q-20/R-20 AまたはB
BI 

5.79 4.48 0.44 N -3 ° -W 
N-0°-E 

V 
BI N -83° -E 

203 R-19/R-20 C BI 5.55 4.2 0.44 N -80° -W N -90° -E II 

204 R-19/R-20 5.61 5.3 0.45 N-6°-E  N-98°-E III 

205 
R-19/R-20/S-19/S-

5.37 4.2 0.5 N -80° -W N -83° -W II 
20 

206 
R-19/R-20/S-19/S-

AI a 5.3 3.91 0.53 N-85°-W N-81°-W 
20 

207 R-19/R-20 C AI a 3.62 3.18 0.26 N-2°-W N -90° -E VI 

208 S-18 A BI 2.96 2.13 0.2 N -7 ° -E N -100° -E V 

209 S-19 A BI 2.4 2.15 0.27 N-21°-E N-10°-E V 

210 S-19/S-20 C BI 3.43 2.97 0.06 N -23° -E N-66°-W V 

211 T-19/T-20 B BI 3.63 2.58 0.4 N -90° -E N -92° -E VI 

212 T-20/U-20 B 3.3 2.81 0.32 N -87° -W V 

213 T-20/T-21 567 0.0 7 V 

214 N-21/N-22 B 4 2.92 0.2 N -88° -E V 

215 0-21 B 3.92 3.04 0.15 N -10° -E V 

216 0-22/0-23 C BI 2.78 2.69 0.2 N -81 ° -W N-86°-W V 

217 P-22/P-23 B A II a 825 5.9 0.65 N -84° -W N -86° -W w 
218 P-21/Q-21/Q-22 B A I a 445 3.4 035 N -79° -W N -100° -E II 

219 Q-22/Q-23 A AI 4.5 3.45 0.1 N-5°-E N-95°-E VI 

220 Q-23/R-23 A BI 456 3 015 N-5°-E N-82° -W V 

221 
R-22/R-23/S-22/S-

BI 3.12 0.1 N-5°-E N-95°-E V 
23 

222 
R-22/Rーお／S-22／s_

A 4.83 3.4 0.13 N -10° -E N -73° -W VI 
23 

223 R-23/R-24 C AI a 695 662 0.6 N -89° -W 
N -89° -E 

V 
N-55° -W 
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第11表 竪穴式住居跡一覧表（6)

番号 グリッド
住居跡 カマド

長径
形態 形態

224 N-23 

225 R-24 B 45 

226 S-24 B 
BI 

356 
BI 

227 S-24/T-24 C BI 2.5 

228 
S-23/S-24/T-23/ 

B AI 326 T-24 

229 U-23 C C 3.87 

230 U-23 C 348 

231 U-23/V-23 C BI 317 

232 V-23 BI 3.8 

233 V-23 BI 374 

234 V-23 BI 265 

235 V-24 C All 4.45 

236 P-25 B B II 404 

237 Q-24 B 3.93 

238 Q-24/Q-25 Bil 32 

239 Q-25/R-25 A BI 2.51 

240 R-25 C AI 3.45 

241 Q-26/R-26 B BI 4.12 

242 R-25/S-25 A 
AI 

3.75 
BI 

243 Q-25 B AI 3.24 

244 T-25 C 
BI 

3.69 
BI 

245 T-25 C AI 3.7 

246 
T-24/T-25/U-24/ 

C C 3.86 U-25 

247 U-24 C BI 3.25 

248 U-25 AまたはB
C 

4.27 
BI 

249 T-25/T-26 C BI 3.14 

250 T-26 BI 3 

251 U-25 2.76 

252 V-24/V-25 B C 4 

253 R-29/R-30 A BI 3.89 

254 R-29/S-29 BI 4.73 

255 R-29 A BI 3.18 

256 S-29/S-30 BI 3 

257 S-30/T-30 B BI 3.5 

258 T-29 B 4.31 

カマ ド

検出された258軒の住居跡のほとんどにカマドが付

設されていた。カマドの総数は256某で、住居廃絶後

の耕作や削平により使用時の状態が分かるものは皆無

である。

検出されたカマドは、地山士により、袖部および燃

焼部を構築するものが主体で、一部暗褐色粘士を使用

短径 深さ 住居跡長軸方位 カマド方位 時期

0.2 VI 

3.45 0.27 N-0°-E N -182° -E VI 

2.9 034 N -87° -W 
N -90° -E 

VI N -86° -E 

2.23 0.38 N -82° -W N -93° -E V 

2.52 0.13 N -90° -E N-98°-E VI 

3.82 035 N -89° -W N -63" -W V 

0.1 N -90° -E N-14°-E V 

3.2 0.19 N-8°-E N-1°-W  VI 

0.13 N -90° -E N -17° -E V 

1.8 0.06 N-8°-E N-4°-E 

2.48 021 N -87° -W N-85'-E VI 

3.73 03 N-2° -W 
N -92° -E 

VI N -86° -W 

2.65 0.1 N -89° -W N -95° -E 

2.87 0.1 N -2 ° -E 

019 N-0° -E N -63° -W VI 

2.25 006 N-3°-E N -77'-W 

3.06 0.25 N -88° -W N-6°-E VI 

3.65 038 N -87° -W N-85°-W VI 

2.85 0.47 N -5 ° -W 
N -80° -E 

III N -90° -E 

2.3 026 N -90° -E N -94° -E VI 

3.52 0.1 N -90° -E 
N -89° -E 

VI N -89° -E 

3.16 055 N -0 ° -E N -89° -W V 

3.1 0.35 N-13°-E  N -69° -W V 

2.96 035 N -67° -W N-41°-W w 

3.49 0.48 N -90° -E 
N-8°-E 

V N-81° -W 

2.69 019 N -82° -E N -80° -E V 

024 N-0°-E N -90° -E VI 

0.28 VI 

3.2 025 N -86° -W N -93° -E V 

2.9 Oll N-5°-E N -97° -E VI 

0.14 N -17° -W N -80° -E 

2.3 0.2 N -87° -E N-3°-E VlI 

01 N -76° -W N-25°-E  VI 

2.54 0.19 N -35° -E N -30'-E VI 

2.88 0.06 N -0 ° -E 

して構築されたものもあった。

疇先端には補強材として、大型の川原石または、

凝灰岩の切石を使用している例が多い。この袖部先端

の補強材の上に、鳥居状に川原石を組み、焚き口部の

補強としたものが、第45• 112 • 176号住居跡の 3軒で

検出された。

支脚は抜き取られているものが多く、わずかに10{7~
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だけ支脚が残存していた。これらはすべて）1|原石をそ

のまま使用していた。

煙道部は、長く竪穴外に延びるものと、燃焼部奥壁

から立ち上がるだけのものとに大別される。煙道部の

先端や燃焼部との境に、士師器甕などの土器を補強材

として利用していた例が10軒検出された。

なお、竪穴住居跡の一覧表に記載されている、カマ

ドの形態分類の基準は、以下の通りである 0030図）。

A 配置力嗅外に細長く延びるもの。

第30図 住居跡・カマド形態模式図

住居形態A

カマド形態AI a 

B 煙道が細長く廷びないもの。

c 燃焼部から煙道部までが細長く、舟底状のも

の。

A・B類は燃焼部の位置から、さらに2つに細分で

きる。

I 燃焼部を竪穴外に造るもの。

Il 燃焼部を竪穴内に造るもの。

また、 Aについては、煙道の長さにより、長いもの

をa、短いものをbとした。

カマド形態Bl

0 1 冒 カマド形態AIb I 

| 

カマド形態Alla h¥¥‘‘‘¥‘‘‘¥¥‘` 

I 
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b 遺物の特色

中堀遺跡の竪穴式住居跡から出士した遺物につい

て、器種分類と概括的な様相について記しておくこと

とする。

土器

中堀遺跡の竪穴式住居跡から出士した古代の土器

は、須恵器・土師器・灰釉陶器・緑釉陶器・白磁•青

磁等である。とくに武蔵国の一般の集落跡からは出土

が稀な、東海地方で生産された灰釉陶器・緑釉陶器や、

中国で生産された白磁•青磁等が出土したことは特筆

できよう。

1 土師器

古墳時代以来の土器作りの伝統を引き、ロクロを用

いず疇を行い、酸化炎麟した一群の土器をここで

は士師器とする。中堀遺跡では、煮炊具・供膳具等に

土師器は須恵器とともに用いられ、 9世紀から10世紀

にかけては、主体的な土器であった。

1 供膳具

供膳具としては、坑・皿・高台付杯•鉢•蓋等がみ

られた。

A 坪 杯は、成形手法の違いによって、大きく四

つに分類できる。

（杯A)器壁が大変薄い作りの杯で、体部の外面に

ュビオサエの痕跡を残す。概して外反し、広く開くこ

とを特徴とする。この一群を坑Aとした。器壁に黒斑

の残るものは少なく、色調もほとんど橙色である。中

堀遺跡で最も多く出上した一群である。

底部は、丸底•平底や上げ底があり、一定ではない。

体部は、内湾しつつ口縁部でゆる<s字状を描くもの
が多い。これは、内面を平滑化させるため、底部から

体部にかけてひげ状工具で当て引きしたことによる。

内面に放射状に当て引きの単位が残るのはこのためで

ある。

口縁部は、全てヨコナデが施される。口縁部は、①

口唇部のみを摘んでヨコナデした施すもの、②体部か

ら口唇部にかけての上三分の一をヨコナデしたもの、

③二分の一をヨコナデしたものなどがあり、③は、ナ

デと体部の間に、緩い沈線状の窪みがしばしばみられ

る。口縁部のヨコナデと底部の間には、連続したユビ

オサニの痕跡が明瞭に残る。

体部から底部にかけては、ヘラケズリによる器壁の

疇痕跡を疇することができる。ヘラケズリを行っ

た部位によって、六種に分類することが可能である。

それぞれ

I 体部上位部＋体部側辺部＋底部全面

II 体部側辺部＋底部全面

m 体部側辺部＋底部周辺部

w 底部周辺部＋底部中央部

v 体部側辺部or底部周辺部

V[ ヘラケズリなし

とし、「杯AI」等と呼称することとする。

（杯B)杯Aに上虞すると、器肉が厚く、体部は、

鴫限的に「ハ」の字に開き、輪積みの痕跡が明瞭にみ

られることを特徴とし、江Bとした。体部の外面には、

坊A以上にユビオサエの痕跡が、明瞭に残っている。

第31図坪A・Bの分類

坪A 坪B

I こ二／ ： 
II □言三／ ： 

ゞ

m 可□□三 ： ゞノ

｀ w 了 ←二／人 l ―i

.‘l l 

V □ロ
ニ`人

｀ VI ごこコニ こ
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器壁には、黒斑が残り焼成も均ーではなく、色調も黄

褐色から橙色、茶褐色など様々である。

粘土紐を二から三段に螺旋状に巻き上げて、器形を

作り出している。底部の外面は、成形途上で粗い砂洸立

が付着し、いわゆる 「離れ砂」となるものと、木葉痕

を残すものがみられる。底部の離れ砂は、きわめて特

徴的である。

底部は、削り込みによる丸底や平底であり、ヘラケ

ズリの手法によって異なっている。

体部は、直線的に開き、口縁部で内側に屈曲するも

のがみられる。内側への屈曲は、 口縁部をきつくヨコ

ナデするためであろう。そのため器壁外面の口縁部と

体部の境には、沈線状の窪みがみられる。この窪みか

ら、一気にヨコナデされたのではなく、断続的に口縁

部をヨコナデした痕跡を確認することができる。底部

から口縁部にかけての内面は、平滑化のため底部から

体部にかけて、ひげ状工具で当て引きしていた。放射

状に当て引きの単位が残るのはこのためである。

杯A同様、体部から底部にかけては、ヘラケズリに

よる器壁の調整痕跡を確認することができる。ヘラケ

ズリを行った部位によって、六種に分類することが可

能である。それぞれ

I 体部上位部＋体部側辺部＋底部全面

]I 体部側辺部＋底部全面

m 体部側辺部＋底部周辺部

N 底部周辺部＋底部中央部

V 体部側辺部or底部周辺部

w ヘラケズリなし

とし、「杯BI」等と呼称することとする。また離れ

砂の確認できる個体については、「砂」と表記するこ

ととした。

（杯C)口縁部の内屈した半球形の杯の系譜を引き、

奈良時代以来続く器形である。きわめて扁平化するが、

底部は丸底、体部は内湾している。底部は、ヘラケズ

リによって調整され、 口縁部もヨコナデされている。

口縁部の形態も様々であるが、一様に口唇部で小さく

内屈している。

器壁は薄く作られ、底部外面にユビオサ工を残す場

合と残さない場合とがある。黒斑は見えにくい。色調

は、黄褐色から橙色まである。

（杯D)杯Dは、内面に暗文を施した杯を一括した。

いわゆる暗文士器で、ロクロの使用はみられない。

暗文は、底部内面の十字の暗文と、体部内面の放射

状の暗文のみである。外面のミカキや内面の雷状や螺

旋状、斑点状の暗文は、 中堀遺跡では確認できなかっ

た。

暗文の施文方法は、底部内面にまず十字を描いた後、

体部内面の底部側から口縁部に向かって跳ね上げるよ

うに、 5から10条単位程度で施文部位を移し、 一周施

文されている。暗文の一本々々は、きわめて雑で、ヘ

ラによるキザミのように観察できる場合もある。

暗文の施された士師器坑は、 一様に胎土も比較的粒

子の細かな洗練された原上が使用されており、杯Aに

似た形態の土器である。ただし杯Aよりも色調がやや

白く、口縁部まで比較的直線的に開くことなど異なる

点も多い。

B 皿 中堀遺跡からは、杯Aや杯Cと成形手法や

色調など共通した皿が出土しているが、杯B・杯Dと

共通した皿はみられない。杯Aに共通する皿（皿A)

は、小さな底部から水平に開く器形や広い底部で「ハ」

の字に開く器形があるが、杯Aに比較し、器高は3分

の2程度である。口縁部は小さく内屈している。

杯Cに共通する皿（皿C)は、水平に伸びた底部か

ら直線的にやや外反しつつ立ち上がる器形である。皿

というより 「盤」に近い。両者とも黒斑・色調等は、

江Aや杯Cと共通する。また底部のヘラケズリの手法

も同様にみられた。

第32図 坪C・士不D・皿A・皿c
杯C 杯D

ロニ三 ≫`皿A 皿c

一 一 三こ冨三／亥
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C 高台付坪 土師器の供膳具にあって、高台を付

設した器種は、坊A．杯B．杯Dがみられるが、杯C

にはみられない。基本的には、高台上に各種の杯を乗

せた形態である。高台は、底部のヘラケズリの痕跡を

残した上に紐状の粘土を押さえ付けて、最後にヨコナ

デを行っていた。高台端部は、 面を持たず、尖るのが

特徴である。あたかも同時期の台付甕の台部の特徴と

よく似ている。

底部から口縁部にかけての成形手法や、色調 ・黒斑

等の特徴は、各種の兵の特色と全く同様である。

D 特殊器形 中堀遺跡では、鉢・蓋などの出土も

見られるが、 出土量はきわめて少ない。鉢は、サラダ

ボール条の大形の器形で、体部から口縁部にかけては

様々な形態が存在した。蓋は、紐の付くものと紐のな

いものが存在するが、相対的にきわめて少なかった。

紐は、方形の板状の紐で、 円孔が開けられていた。

2 煮炊具

煮炊具としては、甕・台付甕・甑・ 羽釜・鉢・置き

カマド等がみられた。

A 甕 中堀I期からVII期にかけて、煮炊具の主体

となるもので、口縁部から頸部の形状、整形により大

きく 3つに大別できる。

A 口縁部がくの字状も しくは、外反しながら大

きくひらくもの。

第33図 高台付坪 ．鉢．蓋

蓋

三
高台付杯

三
鉢

B 頸部をユビオサニなどで、直立させ、 口縁部

は短く開くもので、断面形が「コの字」状にな

るもの。

c 胴部上位の斜め方向のヘラケズリがみられず、

縦方向のみのもの。

土師器甕A、Bは、 口縁部をヨコナデやユビオサニ

で整形し、 胴部上位を斜め方向のヘラケズリ、 胴部下

位を縦方向のヘラケズリで整形するものである。また

胴部は、熱効率を上げるため、ヘラケズリが数回繰り

返され、器肉を非常に薄く造る。そのほか、 内面胴部

中位よりやや下に、 明瞭な接合痕跡を残すものである。

このような特徴をもつ土師器甕は、「武蔵甕」「武蔵型

甕」などと呼ばれ、武蔵、上野を中心に広域な分布を

示す。

士師器甕A、Bは、 胴部の形状からさらに4つに細

分できる。

I 胴部中位が大きく張りをもち、器高はやや低

く、全体に丸味を帯びるもの。

II 肩部が強く大きく張り、 胴部上位から底部に

かけて、急激に細くなるもの。

III 胴部上位に張りをもつが、 IIほど強く張らな

いもの。

N 最大径が口縁部にあり、 胴部の張りが弱いも

の。

さらに、土師器甕Aは、 口縁部の外反度合により 5

つに細分できる。

a 頸部から口縁部にかけて、弓なりに強く、長

く外反するもの。

b 頸部から口縁部にかけて、くの字状に屈曲す

るもの。

c 頸部から口縁部にかけて、弓なりに短く、弱

く外反するもの。

d 頸部から口縁部にかけて、くの字状に強く屈

曲するもの。

e 口縁部は非常に短く、端部直下で強く屈曲す

るもの。

また、土師器甕Bも頸部の傾斜度合から 3つに細分
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第34図 土師器甕 ・羽釜 ．甑分類
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できる。

a 頸部が内傾するもの。

b 頸部が直立するもの。

c 頸部が外傾するもの。

以上のように分類し、「土師器甕AI a」、「土師器

甕B]Ic」などと呼称することにする。

土師器甕A、Bの底部は非常に小さく、内面はヘラ

ナデまたはひげ状工具により丁寧に仕上げている。ま

た、薄い胴部に合わせるように、頸部から口縁部にか

けても薄くするため、ュビナデ、ユビオサ工を繰り返

している。ただし、薄くすることを目的としているた

めか、非常に雑で、粘士紐の巻上げ痕跡やユビオサニ

などは明瞭に確認でき、丁寧な仕上げの胴部とは対象

的である。

土師器甕Cは、 2点のみの出土である。器肉は土師

器甕A、Bに比べて厚く、胴部のヘラケズリも、縦方

向に1回しか行われていない。

B 台付甕 台が付いていることを除けば、基本的

に土師器甕と同様であるので、土師器甕の分類を使用

する。土師器甕との大きな違いは法量で、士師器甕に

比べて小さいものがほとんどである。

c 羽釜 3点だけではあるが、土師器の羽釜が出
土している。いずれも、鍔部から口縁部にかけての小

破片であり、全体をうかがえるものはない。

A 器肉が薄く、口縁端部が尖っている。整形は

ュピオサニとュビナデで、 口縁部、鍔部ともに波打っ

ている。焼きは良く、胎土は須恵器羽釜の酸化陥焼成

のものと異なる。

B 器肉が非常に厚く、 口縁端部は丸い。整形に

はユビオサエとュビナデだけでなく、ヘラや木口状の

工具も使用している。全体にとても雑な造りで、器肉

も厚い。鍔部は大きぐ波打ち、ユビオサエの痕跡も明

瞭である。焼成はやや甘く、粘土が粉っぽく手に着く。

胎土は土師器羽釜A、須恵器羽釜、土師器甕のいず

れとも異なり、ややきめ細かい感じである。つくり、

胎土とも類似する筒抜け状の底部が、第82号住居跡か

ら出土していることから甑である可能性もある。

D 置きカマド 3点出土している。いずれも小破

片であり、復元できるものはない。掛け口の破片と思

われるものは2点で、やや薄い胴部から肥厚する掛け

口にいたる。掛け口端部は面取りされている。整形は

ュビナデで、焼成はやや甘く、粘土が粉っぽく手に着

く。

このほか特殊な土師器として三足盤が出土してい

る。

2 須恵器

奈良時代以来の須恵器の系譜を引き、ロクロやタタ

キ具等を用いて窯で焼成した一群の土器をここでは須

恵器とする。その中でも比較的硬質に還元炎で、青灰

色に焼き上がったものを須恵器（S)とした。また須

恵器（S)に比較すると、やや焼きが甘く軟質である

が、白色から灰色にかけての色調に焼き上がったもの

を須恵器（NS)とし、さらに焼きが甘く、酸化炎焼

成された土師器の焼成と近似し、黄褐色から赤褐色の

色調に焼き上がったものを須恵器 (HS)とした。な

お中沢悟氏のいう土師質須恵器は、当遺跡では出士し

ていない。中堀遺跡では、煮炊具 ・供膳具等に須恵器

は土師器とともに用いられ、 9世紀から1帷t紀にかけ

て主体的な土器であった。

1 供膳具

供膳具としては、蓋・杯・椀・高台付椀・高脚高台

付椀． 皿 ・高台付皿・耳皿 ・鉢・片口鉢等がみられ

た。

A 蓋 蓋は、リング状の紐の付くものと付かない

ものがあり、口唇端部は、 下方に小さくかえりを付け

ている。体部は、緩く内湾しつつ口縁部近くで大きく

開く。須恵器（S) ・須恵器 (NS) ・須恵器 (HS)

ともに確認することができるが、出土量はきわめて少

なく、 9世紀からlo-tit紀の前半にかけてわずかにみら

れる程度である。

糸切り後、底部をヘラ切り調整し紐を付けたものと、

ヘラ切り調整の行程を経ずに、紐を付けたものがある。

蓋と組み合う身には、高台付の椀か無台の椀が想定で
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